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鹿児島大学大学院農林水産学研究科 

 

  大学院農学研究科と大学院水産学研究科の両研究科に求められる，ＩＴ化等による先進的スマー

ト農畜林水産業を創出する人材や食の安全・品質保証・グローバル化に適応可能な人材の養成等，

農学分野と水産学分野双方の高度な知識を有する人材育成に対応するため，既存の農学研究科の３

専攻（生物生産学，生物資源化学，生物環境学）と既存の水産学研究科の５分野（水圏科学，水産

資源科学，食品生命科学，水産経済学，水圏環境保全学）を統合し，農林資源科学，食品創成科学，

環境フィールド科学，水産資源科学の４専攻からなる農林水産学研究科を設置しました。 

  

① 大学院農林水産学研究科の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 養成する人材像 

  大学院農林水産学研究科は，人の健全な生活の基盤である農林水産業，食，環境，生命科学などの

分野に関する高度な専門教育を行い，農学及び水産学が取り扱う分野における高度な研究・開発能力

を備え，地域に貢献できる人材，さらには世界で活躍できる人材を養成します。 

なお，各専攻の養成する人材像は次のとおりです。 
・・農農林林資資源源科科学学専専攻攻  

農林畜産資源に関する高度な専門教育並びに実践教育と高度な技術・理論を習得し，国際的か

つ日本の主要な農業生産地帯である南九州を基盤とした地域社会において，農林畜産業の振興と

発展，問題点抽出とその解決に際して，指導的立場で中心的役割を果たせる人材を養成します。 

・・食食品品創創成成科科学学専専攻攻  

農畜水産資源に関する食品学，先端生命科学，応用食品開発学及び加工・保蔵学，並びに焼酎・

発酵食品，微生物に関するより高度な専門知識を身につけ，課題解決方法の提起やその実現のため

の技術を習得した食品・生命科学関連産業における指導的立場での解決能力を示せる人材を養成し

ます。 

・・環環境境フフィィーールルドド科科学学専専攻攻  

南西諸島と南九州周辺の陸域・海域に特有の気候，環境，災害，生物資源，及びそれらの関連性

を理解するための高度な科学的知識，さらに，当該地域の環境保全，生産環境・基盤に関する実践

的知識と先進技術を身につけ，これらに関わる問題点の抽出とその解決策の提案を通して地域の一

次産業の振興に貢献し，地域社会において中心的役割を果たせる人材を養成します。 

・・水水産産資資源源科科学学専専攻攻  

水産政策学，水産流通学，資源生物学，資源生産学，増養殖学，環境保全学に関わる専門教育

を行い，水産業を取り巻く社会経済，資源，漁業技術，増養殖技術，漁場環境に関わる多様な課

題やその課題に対する改善アプローチについての総合的かつ専門的理解を持ち，地域や国際社会

で水産業の発展に活躍できる人材を養成します。 

環環境境フフィィーールルドド  

科科学学専専攻攻 
食食品品創創成成 
科科学学専専攻攻 

農農林林資資源源 
科科学学専専攻攻 

農農畜畜水水産産物物のの 
食食品品創創成成とと 

高高付付加加価価値値加加工工 
技技術術のの開開発発 

持持続続的的なな食食料料・・林林産産物物生生産産をを  
可可能能ににすするるイイノノベベーーシショョンンでで 

地地方方創創生生支支援援 
国国土土・・海海洋洋・・気気象象 
農農地地・・農農村村等等，， 

環環境境フフィィーールルドドのの 
理理解解とと保保全全 

水水産産資資源源 
科科学学専専攻攻 



 

 

 
教育研究上の目的 

植物生産科学，畜産科学，地域ビジネス，食品流通，養殖，食品創成に関する生産活動，食と健

康及びそれらの基盤となる地域の環境特性，亜熱帯化，森林管理，防災，水産資源，地域の生物環

境の高度な専門知識を有し，課題解決方法の提案やその実現の実践力を培います。また，農畜林水

産業や食品産業における問題を提起し，地域社会において指導的立場での解決方策を示す実践力を

培います。 
 
入学者受入方針（アドミッションポリシー） 

本研究科は，教育目標に定める人材を育成するため，次のような学生を求めています。 
 
農農林林水水産産学学研研究究科科  

農学，畜産学，森林科学，水産学及び関連科目に関し十分な学力を備え，未知なる事柄に対して

自発的に取り組む意欲的な人。農畜林水産業や食品産業の振興及び地方創生活動に高い関心のある

人。 
  
○○  農農林林資資源源科科学学専専攻攻  

農林畜産業とその生産環境や人間社会の関わりに関する高度な専門的知識・技術を備え，農林畜

産物の生産・加工・流通を通して，地域再生に関する問題解決に臨む意欲がある人。 
○○  食食品品創創成成科科学学専専攻攻  

高度な生命科学，物質科学に関し，十分な学力を備え，未知なる事柄に対して自発的に取り組む

意欲的な人。陸上及び水生動植物・微生物の生命現象や食の安全，食品機能，発酵に高い関心のあ

る人。 
○○  環環境境フフィィーールルドド科科学学専専攻攻  

陸域・海域の環境と生物，両者の関わりを科学的に理解することに関心があり，その知識を基に，

日本有数の食料生産基地である環黒潮圏の農業・水産業，環境保全及び防災・減災に関する問題解

決に臨む意欲がある人。 
○○  水水産産資資源源科科学学専専攻攻  

漁業技術，資源生物，環境化学に関し十分な学力を備え，環境・生物と人間社会の関わりを科学

的に理解することに関心がある人。持続的水産業の確立を目指し，漁業技術，養殖技術，水産資源

管理技術，漁場保全技術の問題解決に取り組む意欲のある人。 
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Ⅲ その他   ････････････････････････････････････････････････････････････････ １７ 
１．障害を有する入学志願者の事前相談 
２．社会人学生に対する修学上の配慮 

 
入学者選抜試験個人成績の開示   ･･････････････････････････････････････････････ １９ 
専攻・教育コースの内容   ････････････････････････････････････････････････････ ２０ 

 
【ダブル・ディグリープログラム】 

 
ダブル・ディグリープログラムについて   ･･････････････････････････････････････ ２４ 
 

【検定料の払込方法】 
 
検定料の払込方法   ･･････････････････････････････････････････････････････････ ２６ 
 
出願書類様式 

 

 

 
大学院入学試験日程 

 

○○  第第１１次次募募集集（（一一般般選選抜抜，，社社会会人人特特別別選選抜抜，，外外国国人人留留学学生生特特別別選選抜抜））  
事  項 日  時 

出 願 資 格 審 査 申 請 令和５年 ５月２２日（月）～ ５月２５日（木） 

出 願 期 間 令和５年 ６月１９日（月）～ ６月２２日（木） 

試 験 期 日 令和５年 ８月２４日（木） 

合 格 者 発 表 令和５年 ９月２０日（水） 

入 学 手 続 令和５年 ９月２７日（水）～ ９月２８日（木） 

 
○○  第第２２次次募募集集（（一一般般選選抜抜，，社社会会人人特特別別選選抜抜，，外外国国人人留留学学生生特特別別選選抜抜））  

事  項 日  時 
出 願 資 格 審 査 申 請 令和５年１０月３０日（月）～１１月 ２日（木） 

出 願 期 間 令和５年１１月２７日（月）～１１月３０日（木） 

試 験 期 日 令和６年 １月１７日（水） 

合 格 者 発 表 令和６年 ２月１３日（火） 

入 学 手 続 令和６年 ２月２７日（火）～ ２月２８日（水） 

 
 
※※  外外国国人人留留学学生生特特別別選選抜抜受受験験者者へへ  

鹿児島大学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づいて「国立大学法人鹿児島大学安全保障輸

出管理規則」を定めて、技術の提供及び貨物の輸出の観点から外国人留学生や規制対象となる居

住者の受入れに際し厳格な審査を行っていますので、出願を希望する場合は、出願前に下記の問

合せ先へ相談してください。 
規制されている事項に該当する場合は、入学が許可できない場合や希望する研究活動に制限が

かかる場合がありますので、ご注意ください。なお、詳細については、以下の本学安全保障輸出

管理に関する Web サイトを参照してください。 
https://www.kagoshima-u.ac.jp/research/anzenhoshou.html 

 
※※  出出願願にに係係るる個個人人情情報報保保護護ににつついいてて  

個人情報保護に関しては，以下のとおり取り扱いますのでご了承願います。 

１  個人情報については，「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人鹿児島大学が保

有する個人情報の保護管理に関する規則」に基づいて取り扱います。 

２  出願に当たって知り得た氏名，住所その他の個人情報及び入学者選抜に用いた試験成績の個

人情報については，本学の入学者選抜・合格者発表，追跡調査及びこれらに付随する事項並び

に入学後の学務業務における学籍・成績管理，修学指導，授業料免除・奨学金の審査及び授業

料の債権管理等を行うためのみ利用し，他の目的には利用しません。 

 
問い合わせ先 

鹿児島大学農学部・共同獣医学部等学務課学生係 
〒890-8580 
鹿児島市郡元一丁目 21 番 24 号 
TEL 099-285-3553 FAX 099-285-3533 
Mail : nkgaku@kuas.kagoshima-u.ac.jp 
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【 一般選抜，社会人特別選抜 】 
 
Ⅰ 募集人員 

専攻名 入学定員 第１次募集 第２次募集 
一般選抜 社会人特別選抜 一般選抜 社会人特別選抜 

農林資源科学 ３９ ３５ 若干人 ４ 若干人 

食品創成科学 ２６ ２３ 若干人 ３ 若干人 

環境フィールド科学 １６ １４ 若干人 ２ 若干人 

水産資源科学 ２０ １８ 若干人 ２ 若干人 

（注 1）社会人特別選抜の募集人員は，一般選抜の募集人員に含む。 

（注 2）第１次募集の合格者が募集人員に満たなかった場合は，第２次募集に含めて募集する。 

 
 
Ⅱ 出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者で，かつ，選抜方法による要件に該当する者とします。 

(1) 大学を卒業した者及び令和６年３月までに卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104条第７項の規定により学士の学位を授与された者（学位授与機構から学士の

学位を授与された者）及び令和６年３月までに授与される見込みの者 

(3) 外国において，学校教育における 16 年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了見込

みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における 16年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び令和６

年３月までに修了見込みの者 

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した

者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(7) 文部科学大臣が指定した者（昭和 28 年文部省告示第５号） 

(8) 本研究科において，個別の出願資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者で，令和６年３月末において 22 歳に達する者（注 1） 

(9) 令和６年３月末において大学に３年以上在学し，所定の単位を優れた成績をもって修得したも

のと本研究科が認めた者（注 2） 

(10) 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政

府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学

大臣が別に指定するものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること(当

該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を

修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定

を受けたものにおいて課程を修了することを含む。)により、学士の学位に相当する学位を授与さ

れた者 
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【 一般選抜，社会人特別選抜 】 
 
Ⅰ 募集人員 

専攻名 入学定員 第１次募集 第２次募集 
一般選抜 社会人特別選抜 一般選抜 社会人特別選抜 

農林資源科学 ３９ ３５ 若干人 ４ 若干人 

食品創成科学 ２６ ２３ 若干人 ３ 若干人 

環境フィールド科学 １６ １４ 若干人 ２ 若干人 

水産資源科学 ２０ １８ 若干人 ２ 若干人 

（注 1）社会人特別選抜の募集人員は，一般選抜の募集人員に含む。 

（注 2）第１次募集の合格者が募集人員に満たなかった場合は，第２次募集に含めて募集する。 

 
 
Ⅱ 出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者で，かつ，選抜方法による要件に該当する者とします。 

(1) 大学を卒業した者及び令和６年３月までに卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104条第７項の規定により学士の学位を授与された者（学位授与機構から学士の

学位を授与された者）及び令和６年３月までに授与される見込みの者 

(3) 外国において，学校教育における 16 年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了見込

みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における 16年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び令和６

年３月までに修了見込みの者 

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した

者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(7) 文部科学大臣が指定した者（昭和 28 年文部省告示第５号） 

(8) 本研究科において，個別の出願資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者で，令和６年３月末において 22 歳に達する者（注 1） 

(9) 令和６年３月末において大学に３年以上在学し，所定の単位を優れた成績をもって修得したも

のと本研究科が認めた者（注 2） 

(10) 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政

府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学

大臣が別に指定するものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること(当

該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を

修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定

を受けたものにおいて課程を修了することを含む。)により、学士の学位に相当する学位を授与さ

れた者 

 

 

 

１１．．一一般般選選抜抜  

一般選抜に出願できる者は，出願資格を満たしている者 

  

２２．．社社会会人人特特別別選選抜抜  

社会人特別選抜に出願できる者は，出願資格を満たしている者で，次のいずれかに該当する者 

①  ２年以上（令和６年３月 31 日までの間）教育・研究機関，官公庁，企業等（農林水産業，

青年海外協力隊及び NPO の実績も含む）において志願する専攻等の教育研究分野に関連した

現業に従事している者又は従事した者 

② 本研究科において上記①に準ずるものとして認めた者 

 

（注 1）出願資格(8)における個別の出願資格審査とは，短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校

の卒業者やその他の教育施設の修了者等で大学卒業資格を有していない者について，大学を卒業

した者と同等以上の学力があるか審査を行うものです。これにより出願を希望する場合は個別の

事前審査が必要です。詳細は次項を参照してください。 

（注 2）出願資格(9)における個別の出願資格審査は，一般選抜の第２次募集に係る出願時のみに適用し

ます。 

 
 
Ⅲ 出願資格審査 

１１．．出出願願資資格格((88))((99))のの個個別別出出願願資資格格審審査査ににつついいてて  

区  分 出願資格審査申請期間 審査結果通知発送予定日 

第１次募集 令和５年 ５月２２日(月)～ ５月２５日(木)１７時必着 令和５年 ６月 ５日(月) 

第２次募集 令和５年１０月３０日(月)～１１月 ２日(木)１７時必着 令和５年１１月２０日(月) 

（注）出願資格(9)による個別の出願資格審査は，第２次募集のみ該当する。 

 

(1) 出願資格の照会 

出願資格(8)(9)による出願者は，事前に出願資格審査を行いますので，出願資格審査申請期限

の前までに，農学部・共同獣医学部等学務課学生係で出願資格審査申請書を受け取ってください。 

なお，郵送による請求の場合は「速達書留」とし，封筒の表に「大学院農林水産学研究科出願

資格審査申請書請求」と朱書きして，宛名を明記した返信用封筒（（角形２号に 380 円分（定形外

郵便物 120円＋速達 260 円）の切手を貼付 ※郵便料金に改定があった場合は，それに準じて切

手を貼付してください。））を同封の上，出願資格審査申請期限に間に合うように請求してください。 

(2) 書類の提出 

本研究科の指定する(4)の書類を一括して出願資格審査申請期限までの期間（９時～１７時）に

農学部・共同獣医学部等学務課学生係に提出してください。 

なお，郵送の場合は必ず「速達書留」とし，封筒の表に「大学院農林水産学研究科出願資格審

査申請書在中」と朱書きし，出願資格審査申請期限までに必着とします。 

(3) 事前審査の結果通知 

審査の結果は，本人宛に発送します。 
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(4) 出願資格審査提出書類 

 提 出 書 類 備   考 
出願資格 

(8) (9) 

① 入学試験出願資格審査申請書 ・本研究科所定のもの ○ ○ 

② 志望理由書 ・本研究科所定のもの（1,000字程度） ○ ○ 

③ 

在学中の大学の成績証明書，在学

期間証明書及び単位修得見込証

明書 

・学部３年次前期までの所定の単位・科目の成績を

証明したもの（本学の者も必要） 

・単位修得見込証明書は，現在履修中で令和６年３

月末までに修得見込みの科目等を証明したもの

（本学の者は不要） 

－ ○ 

④ 在学中の大学の教育課程表 
・学年毎の修得すべき科目等が分かる教育課程表 

等の写し（本学の者は不要） 
－ ○ 

⑤ 履歴書 ・本研究科所定のもの ○ － 

⑥ 
最終出身学校の成績証明書及び

卒業証明書 

・発行者において厳封したもの（改ざん防止用の用
紙で作成してある場合は厳封不要） 

・令和５年４月以降に発行したもの 
○ － 

⑦ 活動歴報告書 

・現在までの教育・研究等の活動歴や実務経験等に
ついて，本人の業績（研究論文，技術報告書，特
許，実用新案，その他参考となる資料等）を含め，
具体的に記述したもの 

○ － 

⑧ 返信用封筒 

・郵便番号，住所，氏名を明記の上，344 円分（定
形郵便物 84円＋速達 260円）の切手を貼付した長
形３号封筒を同封すること 

※郵便料金に改定があった場合は，それに準じて切
手を貼付してください。 

○ ○ 

（注）出願資格欄の「○」は必ず提出，「－」は不要を示す。 

  
２２．．出出願願資資格格((99))ににつついいてて（学部３年次を対象とする出願資格審査）  

(1) 認定基準 

出願資格(9)の認定基準は，次のすべてに該当する者とします。 

①  在学期間 

令和６年３月末において，在学期間が３年間に達する者。ただし，休学期間は在学期間に算

入しない。 

② 修得単位 

３年次末までに，在籍大学において定められた卒業要件単位（４年次に修得すべき授業科目

単位は除く）を修得する見込みの者 

③ 学業成績 

成績証明書に記載されている卒業要件単位数の８割以上が優以上（100 分の 80 点以上）であ

ること。 

(2) 注意事項 

① 入学試験に合格した者は，令和６年３月に成績証明書を提出すること。提出された成績証明

書の内容が上記の基準を満たさない場合は合格を取り消します。 

② この制度によって本研究科に入学した場合，学部学生としての学籍上の身分は退学となりま

す（在学する大学において退学の手続きを行ってください）。学部卒業が必要となる各種の資格

及び受験資格は取得できないためご注意ください。 

③ 本研究科修士課程入学後，１年以上在学し必要な単位を取得した場合，「学位授与機構」に学

士の学位授与を申請することができます。 
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(4) 出願資格審査提出書類 

 提 出 書 類 備   考 
出願資格 

(8) (9) 

① 入学試験出願資格審査申請書 ・本研究科所定のもの ○ ○ 

② 志望理由書 ・本研究科所定のもの（1,000字程度） ○ ○ 

③ 

在学中の大学の成績証明書，在学

期間証明書及び単位修得見込証

明書 

・学部３年次前期までの所定の単位・科目の成績を

証明したもの（本学の者も必要） 

・単位修得見込証明書は，現在履修中で令和６年３

月末までに修得見込みの科目等を証明したもの

（本学の者は不要） 

－ ○ 

④ 在学中の大学の教育課程表 
・学年毎の修得すべき科目等が分かる教育課程表 

等の写し（本学の者は不要） 
－ ○ 

⑤ 履歴書 ・本研究科所定のもの ○ － 

⑥ 
最終出身学校の成績証明書及び

卒業証明書 

・発行者において厳封したもの（改ざん防止用の用
紙で作成してある場合は厳封不要） 

・令和５年４月以降に発行したもの 
○ － 

⑦ 活動歴報告書 

・現在までの教育・研究等の活動歴や実務経験等に
ついて，本人の業績（研究論文，技術報告書，特
許，実用新案，その他参考となる資料等）を含め，
具体的に記述したもの 

○ － 

⑧ 返信用封筒 

・郵便番号，住所，氏名を明記の上，344 円分（定
形郵便物 84円＋速達 260円）の切手を貼付した長
形３号封筒を同封すること 

※郵便料金に改定があった場合は，それに準じて切
手を貼付してください。 

○ ○ 

（注）出願資格欄の「○」は必ず提出，「－」は不要を示す。 

  
２２．．出出願願資資格格((99))ににつついいてて（学部３年次を対象とする出願資格審査）  

(1) 認定基準 

出願資格(9)の認定基準は，次のすべてに該当する者とします。 

①  在学期間 

令和６年３月末において，在学期間が３年間に達する者。ただし，休学期間は在学期間に算

入しない。 

② 修得単位 

３年次末までに，在籍大学において定められた卒業要件単位（４年次に修得すべき授業科目

単位は除く）を修得する見込みの者 

③ 学業成績 

成績証明書に記載されている卒業要件単位数の８割以上が優以上（100 分の 80 点以上）であ

ること。 

(2) 注意事項 

① 入学試験に合格した者は，令和６年３月に成績証明書を提出すること。提出された成績証明

書の内容が上記の基準を満たさない場合は合格を取り消します。 

② この制度によって本研究科に入学した場合，学部学生としての学籍上の身分は退学となりま

す（在学する大学において退学の手続きを行ってください）。学部卒業が必要となる各種の資格

及び受験資格は取得できないためご注意ください。 

③ 本研究科修士課程入学後，１年以上在学し必要な単位を取得した場合，「学位授与機構」に学

士の学位授与を申請することができます。 

 

 

Ⅳ 出願書類等 

区  分 摘  要 
選抜方法 
一般 社会人 

① 
入学願書・履歴書・ 

受験票・写真票 

・本研究科所定の用紙に必要事項を記入すること 

・写真（４cm×３cm）は上半身・脱帽・正面向きで出願前３か月

以内に撮影したものを所定の箇所に貼付すること 

○ ○ 

  

令和６年度鹿児島大学 

大学院農林水産学研 

究科検定料収納証明 

書貼付台紙 

・入学検定料は 30,000円です。（振込手数料は支払人負担です。） 
・コンビニエンスストアもしくはクレジットカードで支払い、検

定料収納証明書を本用紙に貼付して提出してください。 
・詳細は p.26～p.30 を参照ください。 

○ ○ 

③ 志望理由書 ・本研究科所定の用紙に 1,000 字程度でまとめること ○ ○ 

④ 
卒業証明書又は卒業

見込証明書 

・出身大学長（学部長・校長等）が作成したもの（本学農学部及
び水産学部を卒業見込みの者は不要） 

・令和５年４月以降に発行されたもの 
・出願資格(2)に該当する志願者は次の書類を提出すること 

ア) 学位取得者：「学位記」の写し又は「学位取得証明書」 
イ) 学位取得見込者：在籍する短期大学又は高等専門学校の長

が発行する「修了見込証明書」及び「学士の学位の授与を申
請する予定である旨の証明書」 

○ ○ 

⑤ 成績証明書 

・発行者において厳封したもの（改ざん防止用用紙で作成してあ

る場合は厳封不要） 

・令和５年４月以降に発行されたもの 

○ ○ 

⑥ 出願承諾書 ・本研究科所定の用紙により，研究指導予定教員が作成したもの － ○ 

⑦ 研究計画書 
・本研究科において行おうとする研究内容を 2,000 字程度でまと

めること（様式任意） 
－ ○ 

⑧ 活動歴報告書 
・本人の業績（研究論文，技術報告書，特許，実用新案，その他

参考となる資料）の目録と内容（概略）を示すもの（様式任意） 
－ ○ 

⑨ 受験許可書 
・教育・研究機関，官公庁又は企業等に在職中の者のみ提出 

・本研究科所定の用紙により勤務先の所属長等が記入したもの 
－ 該当者 

⑩ 
住民票（写）又はパス

ポート（写） 

・外国籍の志願者（日本国籍を有しない者）のみ提出 
・日本に在住する外国人は，市区町村長の発行する在留資格が記

載された住民票の写し 
・国外に在住する外国人は，パスポートの写しを提出すること 

該当者 該当者 

⑪ 宛名ラベル ・本研究科所定の用紙に必要事項を記入すること ○ ○ 

⑫ 返信用封筒 

・郵便番号・住所・氏名を明記の上，344円分（定形郵便物84円

＋速達260円）の切手を貼付した長形３号封筒を同封すること 

※郵便料金に改定があった場合は，それに準じて切手を貼付して

ください。 

○ ○ 

⑬ 

Test Taker Score 

Report 

（該当者のみ） 

TOEFL iBTまたは TOEFL iBT Home Editionのスコアシート 

（有効期間内の原本） 
○ － 

（注1）出願書類が日本語又は英語以外の言語で作成されている場合は，日本語もしくは英語の翻訳

文を原本とともに提出すること。 

（注2）選抜方法欄の「○」は必ず提出，「該当者」は該当者のみ提出，「－」は不要を示す。 



5

 

 

Ⅴ 出願手続 
１１．．出出願願期期間間  

区 分 期  間 発送予定日（注） 

第１次募集 令和５年 ６月１９日（月）～ ６月２２日（木）１７時（必着）  ８月 １日(火) 

第２次募集 令和５年１１月２７日（月）～１１月３０日（木）１７時（必着） １２月１４日(木) 

（注）出願書類を受け付け後，「受験票」等の発送予定日を示す。 

 

２２．．提提出出先先  

上記書類を一括して所定の期日までに，農学部・共同獣医学部等学務課学生係（18 ページ Ⅳ 問

い合わせ先）へ持参又は郵送してください。郵送の場合は速達書留とし，封筒の表に「大学院農林

水産学研究科入学願書在中」と朱書きしてください。 

 

３３．．出出願願上上のの留留意意事事項項  

(1) 願書を提出する際は，入学後に研究指導を希望する教員（研究指導予定教員）に必ず事前に連

絡を取ってください。 

(2) 出願書類等に不備があるものは受け付けません。 

(3) 出願書類受理後は，いかなる理由があっても記入事項及び書類の変更は認めません。また，検

定料の払い戻しは行いません。 

(4) その他，不明の点があれば，上記２の出願書類提出先に問い合わせてください。 
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Ⅴ 出願手続 
１１．．出出願願期期間間  

区 分 期  間 発送予定日（注） 

第１次募集 令和５年 ６月１９日（月）～ ６月２２日（木）１７時（必着）  ８月 １日(火) 

第２次募集 令和５年１１月２７日（月）～１１月３０日（木）１７時（必着） １２月１４日(木) 

（注）出願書類を受け付け後，「受験票」等の発送予定日を示す。 

 

２２．．提提出出先先  

上記書類を一括して所定の期日までに，農学部・共同獣医学部等学務課学生係（18 ページ Ⅳ 問

い合わせ先）へ持参又は郵送してください。郵送の場合は速達書留とし，封筒の表に「大学院農林

水産学研究科入学願書在中」と朱書きしてください。 

 

３３．．出出願願上上のの留留意意事事項項  

(1) 願書を提出する際は，入学後に研究指導を希望する教員（研究指導予定教員）に必ず事前に連

絡を取ってください。 

(2) 出願書類等に不備があるものは受け付けません。 

(3) 出願書類受理後は，いかなる理由があっても記入事項及び書類の変更は認めません。また，検

定料の払い戻しは行いません。 

(4) その他，不明の点があれば，上記２の出願書類提出先に問い合わせてください。 

 

 

 

Ⅵ 選抜方法 

１１．．入入学学者者選選抜抜  

入学者の選抜は，次により実施します。なお，提出された出願書類は選抜の際の基礎資料とします。 

(1) 一般選抜： 

筆記試験（英語，専門科目）及び面接試験により総合的に評価し，判定します。 

(2) 社会人特別選抜： 

面接試験により総合的に評価し，判定します。 

 

２２．．試試験験のの日日時時・・場場所所  

(1) 第１次募集 

試験期日・科目等 

試験時間 

 

選抜区分 

令和５年８月２４日（木） 

試 験 場 
筆記試験 

面接試験 
専門科目 英 語 

9：00～10：30 11：20～12：40 14：00～ 

一般選抜 ○ (注 1) ○ ○ 鹿児島大学 

農学部(注 2) 社会人特別選抜   ○ 

(注 1) 大学在学中の学業成績が優秀であると認められる場合は，専門科目を免除する。 

（専門科目の免除の有無は，受験票の発送の際に同封して通知する。） 

(注 2) 詳細は，受験票の発送の際に通知する。 

 

(2) 第２次募集 

試験期日・科目等 

試験時間 

 

選抜区分 

令和６年１月１７日（水） 

試 験 場 
筆記試験 

面接試験 
専門科目 英 語 

9：00～10：30 11：20～12：40 14：00～ 

一般選抜 ○ ○ ○ 鹿児島大学 

農学部(注) 社会人特別選抜   ○ 

(注) 詳細は，受験票の発送の際に通知する。 

 

※追試験について 

第１次・第２次募集ともに，追試験対象者は，荒天により試験会場までの交通手段が奪われ，受

験することが困難であると農林水産学研究科長が判断したものとし，追試験日については後日通知

する。 

 

３３．．配配点点  
区  分 英語 専門科目 面接試験 

第１次募集 

第２次募集 

一般選抜 135 点 100 点 （注） 

社会人特別選抜   （注） 

（注） 面接試験は，段階評価とする。なお，面接試験の成績が著しく低い場合は，合格の対

象としない。 



7

 

 

４４．．筆筆記記試試験験  

(1) 英語 

本研究科の試験日に本研究科試験場で実施する TOEFL-ITP テスト（注 1）（Level 1）により

行います。 
配点は，TOEFL-ITP の Section 2（Structure and Written Expression）と Section 3（Reading 

Comprehension）の各素点の合計を利用し，Section 1（Listening Comprehension）は課しませ

ん。なお，第 1 次募集にあたっては，本学での筆記試験（英語）を外部テスト機関から発行され

るスコアの提出に換えることができます。 
対象となる外部テスト機関から発行されるスコアは，TOEFL iBT または TOFEL iBT Home 

Edition の Test Taker Score Report に記載された Test Date Scores とし，出願時に有効期間内の

原本を提出してください。 
（注 1）TOEFL-ITP は，TOEFL テストの作成元である Educational Testing Service（ETS）が

提供する団体向けテストプログラムです。TOEFL-ITP テストの受験に際し，別途手続き及

び受験料の支払い等は発生しません。 
(2) 専門科目 

専門科目一覧（次頁参照）中の志望するコースの科目群から１科目を出願時に選択します。 

ただし，第１次募集にあっては，大学在学中の学業成績が優秀であると認められた者は，専門

科目を免除することがあります。（専門科目の免除の有無は，受験票の発送の際に同封して通知し

ます。） 

※ 出願時に提出された成績証明書に GPA の表示がある場合は，GPA の計算式等を示す規則等の写

しを，GPA の表示がない場合は成績評価の区分（例 秀：90～100 点，優：80～89 点…）を示す規

則等の提出が必要になります。（本学の卒業者及び卒業見込み者は提出不要） 
（注）第２次募集では，専門科目の免除はありません。 

※ 選択する専門科目は事前に指導予定教員と相談すること。 
※ ＊1印の科目（８～10 ページ）は，大学が準備した電卓を貸与し，使用を認めることがあります。 
※ ＊2印の科目（９ページ）は，英語により出題され，英語により解答することとなります。 

 
５５．．面面接接試試験験  

個人面接とし，15 分程度で口頭試問を含めて行います。なお，第 1 次募集にあたっては，専門科

目を免除された者のうち海外留学中のため本学での面接試験を受験できない者は，Web 面接等によ

り行うことができます。また，社会人特別選抜については，20 分程度で行います。 
 

６６．．合合否否判判定定基基準準  

(1) 一般選抜： 

筆記試験の英語及び専門科目の得点が一定の基準を満たしている者について，面接試験の結

果と総合して決定します。なお，募集人員を上回った場合は，英語の得点順位により合否を判

定し，同点の場合は同順位とする。 

(2) 社会人特別選抜： 

面接試験により総合的に評価し，判定します。 
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４４．．筆筆記記試試験験  

(1) 英語 

本研究科の試験日に本研究科試験場で実施する TOEFL-ITP テスト（注 1）（Level 1）により

行います。 
配点は，TOEFL-ITP の Section 2（Structure and Written Expression）と Section 3（Reading 

Comprehension）の各素点の合計を利用し，Section 1（Listening Comprehension）は課しませ

ん。なお，第 1 次募集にあたっては，本学での筆記試験（英語）を外部テスト機関から発行され

るスコアの提出に換えることができます。 
対象となる外部テスト機関から発行されるスコアは，TOEFL iBT または TOFEL iBT Home 

Edition の Test Taker Score Report に記載された Test Date Scores とし，出願時に有効期間内の

原本を提出してください。 
（注 1）TOEFL-ITP は，TOEFL テストの作成元である Educational Testing Service（ETS）が

提供する団体向けテストプログラムです。TOEFL-ITP テストの受験に際し，別途手続き及

び受験料の支払い等は発生しません。 
(2) 専門科目 

専門科目一覧（次頁参照）中の志望するコースの科目群から１科目を出願時に選択します。 

ただし，第１次募集にあっては，大学在学中の学業成績が優秀であると認められた者は，専門

科目を免除することがあります。（専門科目の免除の有無は，受験票の発送の際に同封して通知し

ます。） 

※ 出願時に提出された成績証明書に GPA の表示がある場合は，GPA の計算式等を示す規則等の写

しを，GPA の表示がない場合は成績評価の区分（例 秀：90～100 点，優：80～89 点…）を示す規

則等の提出が必要になります。（本学の卒業者及び卒業見込み者は提出不要） 
（注）第２次募集では，専門科目の免除はありません。 

※ 選択する専門科目は事前に指導予定教員と相談すること。 
※ ＊1印の科目（８～10 ページ）は，大学が準備した電卓を貸与し，使用を認めることがあります。 
※ ＊2印の科目（９ページ）は，英語により出題され，英語により解答することとなります。 

 
５５．．面面接接試試験験  

個人面接とし，15 分程度で口頭試問を含めて行います。なお，第 1 次募集にあたっては，専門科

目を免除された者のうち海外留学中のため本学での面接試験を受験できない者は，Web 面接等によ

り行うことができます。また，社会人特別選抜については，20 分程度で行います。 
 

６６．．合合否否判判定定基基準準  

(1) 一般選抜： 

筆記試験の英語及び専門科目の得点が一定の基準を満たしている者について，面接試験の結

果と総合して決定します。なお，募集人員を上回った場合は，英語の得点順位により合否を判

定し，同点の場合は同順位とする。 

(2) 社会人特別選抜： 

面接試験により総合的に評価し，判定します。 

専専門門科科目目一一覧覧   ＊1，＊2の科目は，「4.筆記試験(2)専門科目（７ページ）」にある注意事項を確認すること。  

 
 
 
 
 

専攻 コース 科目群 キーワード 

農
林
資
源
科
学 

植物生産科学 
作物学 光合成，乾物生産，生態生理，生長と発育，収量構成要素，環

境応答，ストレス耐性，栽培技術，スマート農業 

熱帯作物学 
非生物ストレス，嫌気応答，クロロフィル蛍光，光合成，植物

機能性，有用遺伝資源，救荒作物，不良環境，遺伝子型・環境

型交互作用，植物ホルモン 

比較環境農学 
乾燥地農業，熱帯湿潤地域農業，植物形態・生理，植物の耐塩

性・耐乾性，沙漠化・地球温暖化防止，環境修復，新作物栽培

技術開発 

植物育種学 遺伝変異の拡大，選抜と固定，生殖様式，生殖隔離，DNA マー

カー，遺伝資源，栽培化，遺伝子，染色体，連鎖 

果樹園芸学 開花・結実，果実成長・成熟，収穫後生理，繁殖，栽培管理，

永年性・木本性，環境，品種・育種，遺伝資源 

蔬菜園芸学 環境ストレス応答，植物ホルモン，植物間相互作用，シグナル

伝達，遺伝子発現，遺伝資源，遺伝的多様性 

観賞園芸学 花色，開花生理，遺伝育種，組織培養，バイオテクノロジー，

二次代謝，繁殖，倍数性，突然変異育種，遺伝子解析 

害虫学 IPM，天敵利用，化学的防除，物理的防除，害虫 
 

植物栽培・機能学 栽培技術，増収，品質向上，農作業，植物成長調節物質，生理

活性，有用成分 

土壌科学 土壌生態系，物質循環，土壌微生物，植物共生微生物，植物- 
微生物相互作用，土壌の構造と機能 

植物栄養・肥料学 
必須元素，養分の吸収と移行（転流），光合成，窒素の同化， 
窒素固定，イオウの代謝，栄養診断，施肥法，化学肥料，有機

質資材 
畜産科学 

家畜繁殖学 繁殖・生殖，精子・卵子形成，受精，初期発生，着床・妊娠，

分娩，発生工学，人工繁殖 

家畜育種学 改良，野生種，在来種，品種，変異，DNA，遺伝子発現 
 

家畜管理学 飼養管理，環境，行動，放牧，特用家畜，鳥獣害防除 

家畜生体機構学 飼養管理方法，未利用資源活用，行動，形態，生体機能，成長，

生産性，畜産現場 
＊1 

栄養生化学・飼料化学 
栄養生理，栄養要求量，体タンパク質・脂質代謝，初期栄養，

腸内環境，未利用・新規飼料資材，肉質改変（食味と機能性） 
森林科学 

森林科学 森林計画学，育林学，森林政策学，木質資源利用学，森林保護

学，砂防・水文学，森林教育学，森林利用学 
食料農業経済学 

農業経済学 農産物貿易，食料問題，経済発展と農業，農産物の需要と供給，

土地問題，産業政策，地域政策，農業環境問題 

農業市場学 流通の機能と組織，価格形成，取引，市場対応，効率化，食の

安全・安心 

農業経営学 経営部門，企業形態，生産費，経営管理，経営戦略，多角化，

経営者，経営資源，ビジネスモデル，サプライチェーン 
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専攻 コース 科目群 キーワード 

食
品
創
成
科
学 

食品科学 食品分子機能学 

（農学系） 

食品三次機能，食品成分の機能，食品とがん予防作用，腸内細

菌調整，生活習慣病予防，機能性食品 
食品化学 

（農学系） 

機能性タンパク質，ペプチド，卵白，牛乳，乳酸菌，抗菌性タ

ンパク質，ワクチン，感染防御，分子デザイン 
食品保蔵学 

（農学系） 

収穫後農産物の生理，呼吸，エチレン，低温障害，水分活性，

殺菌，フィルム包装，鮮度，色素成分 

食料環境システム学 

（農学系） 

品質管理，食の安全，食品残渣，HACCP，メタン発酵，電解

水，光学分析 

水産食品保蔵学 ＊1 

（水産学系） 
水分活性，低温貯蔵，殺菌，包材，ガス置換包装 

水産食品生化学 

（水産学系） 
魚肉タンパク質の特性、鮮度、分子構造と機能、比較生化学 

生物有機化学 

（水産学系） 

天然物化学, 有機化学反応, 有機構造解析, 食品成分, 生体成

分の化学 

先端生命科学 生分子機能学 

（農学系） 

生体成分の生合成と代謝，栄養素の構造と機能，生体調節機能、 

健康機能性 

応用糖質化学 

（農学系） 
糖質の構造，糖質の機能，糖質の消化と代謝，糖質の利用 

生命高分子化学 

（農学系） 

貯蔵α‐グルカン，生合成機構，関連酵素，多糖の構造と物性，

構造解析法 

植物生命工学 

(農学系) 

分子遺伝学，遺伝子工学，シグナル伝達，環境応答・生体防

御，植物化学物質・生理活性物質 

ナノバイオテクノロジ

ー（農学系） ＊2 

天然物，生体機能，ナノマテリアル，バイオセンサー，バイ

オ模倣，モデル膜 

水圏生物毒性学 

（水産学系）  

シグナル伝達、脂質代謝、重金属類、天然化合物、毒性発現機

序、 薬毒物代謝 

水産分子生物学 

（水産学系） 

DNA，RNA，染色体，遺伝子発現，遺伝子工学 
 

焼酎発酵･ 

微生物科学 焼酎製造学 ＊1 

酒税法, 発酵原料, 麹の特性, 蒸留, 発酵特性, 発酵食品の分

析法, 香気生成と特性, 世界のアルコール飲料, 発酵食品製造

方法 

醸造微生物学 
醸造微生物, 細胞の構造と機能, 代謝, 酵素, 細胞分子生物学, 
遺伝子工学 

応用分子微生物学 
微生物の細胞構造, 分類, タンパク質, 分子生物学, 遺伝子工

学 

植物病理学 
植物病原微生物, 病原性因子, エフェクター, 植物感染生理, 
植物免疫, 遺伝子, タンパク質 
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専攻 コース 科目群 キーワード 

食
品
創
成
科
学 

食品科学 食品分子機能学 

（農学系） 

食品三次機能，食品成分の機能，食品とがん予防作用，腸内細

菌調整，生活習慣病予防，機能性食品 
食品化学 

（農学系） 

機能性タンパク質，ペプチド，卵白，牛乳，乳酸菌，抗菌性タ

ンパク質，ワクチン，感染防御，分子デザイン 
食品保蔵学 

（農学系） 

収穫後農産物の生理，呼吸，エチレン，低温障害，水分活性，

殺菌，フィルム包装，鮮度，色素成分 

食料環境システム学 

（農学系） 

品質管理，食の安全，食品残渣，HACCP，メタン発酵，電解

水，光学分析 

水産食品保蔵学 ＊1 

（水産学系） 
水分活性，低温貯蔵，殺菌，包材，ガス置換包装 

水産食品生化学 

（水産学系） 
魚肉タンパク質の特性、鮮度、分子構造と機能、比較生化学 

生物有機化学 

（水産学系） 

天然物化学, 有機化学反応, 有機構造解析, 食品成分, 生体成

分の化学 

先端生命科学 生分子機能学 

（農学系） 

生体成分の生合成と代謝，栄養素の構造と機能，生体調節機能、 

健康機能性 

応用糖質化学 

（農学系） 
糖質の構造，糖質の機能，糖質の消化と代謝，糖質の利用 

生命高分子化学 

（農学系） 

貯蔵α‐グルカン，生合成機構，関連酵素，多糖の構造と物性，

構造解析法 

植物生命工学 

(農学系) 

分子遺伝学，遺伝子工学，シグナル伝達，環境応答・生体防

御，植物化学物質・生理活性物質 

ナノバイオテクノロジ

ー（農学系） ＊2 

天然物，生体機能，ナノマテリアル，バイオセンサー，バイ

オ模倣，モデル膜 

水圏生物毒性学 

（水産学系）  

シグナル伝達、脂質代謝、重金属類、天然化合物、毒性発現機

序、 薬毒物代謝 

水産分子生物学 

（水産学系） 

DNA，RNA，染色体，遺伝子発現，遺伝子工学 
 

焼酎発酵･ 

微生物科学 焼酎製造学 ＊1 

酒税法, 発酵原料, 麹の特性, 蒸留, 発酵特性, 発酵食品の分

析法, 香気生成と特性, 世界のアルコール飲料, 発酵食品製造

方法 

醸造微生物学 
醸造微生物, 細胞の構造と機能, 代謝, 酵素, 細胞分子生物学, 
遺伝子工学 

応用分子微生物学 
微生物の細胞構造, 分類, タンパク質, 分子生物学, 遺伝子工

学 

植物病理学 
植物病原微生物, 病原性因子, エフェクター, 植物感染生理, 
植物免疫, 遺伝子, タンパク質 

 
 

専攻 コース 科目群 キーワード 

環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学 

生物環境科学 
水圏生物学 魚類，無脊椎動物，水圏植物，分類，形態，生態 

 

環境システム科学 
生産環境工学 ＊1 

水理学，農業水利，農地工学，地盤工学，農地保全，農村環境

整備 

環境システム学＊1 農業機械，環境保全，環境計測，農業気象，農業情報解析 
 

基礎数学・力学 

数学内容：三角関数，指数関数，対数関数，複素数，ベクトル， 

行列，微分，積分，線形常微分方程式 
力学内容：運動の法則，質点系の運動，剛体のつりあい，剛体

の運動と重心，浮力 

水
産
資
源
科
学 

生物資源科学 
漁具漁法学 漁具，漁法，漁獲過程，資源の持続的利用，漁業技術管理， 

水生動物の感覚と行動 

資源生産工学 漁具設計の基礎（漁具の成立条件を含む） 

水産資源学 水産資源，年齢と成長，成熟と産卵，分布と回遊，加入と生残， 

資源量推定，乱獲 

増養殖学 
水産増養殖学 

増養殖，餌料生物，栄養要求，栄養生理，発生工学，繁殖，

生殖細胞，感染症，免疫 
環境保全学 

水質保全学 
有害物質，環境汚染，生態毒性，生物濃縮，水質基準，環境

修復，環境指標と基準値 

水圏環境微生物学 
微生物，細菌，微細藻類，有害有毒藻類ブルーム，富栄養化，

環境保全と微生物，バイオレメディエーション，環境微生物

の有効活用 
流通・政策学 

水産流通学 
水産物流通，水産物消費，卸売市場，価格，需給 

水産政策学 
漁業経営，漁業権，漁業協同組合，資源管理型漁業，地域 
活性化，水産政策，労働力 
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【 外国人留学生特別選抜 】 
 
Ⅰ 募集人員 

専攻名 第 1 次募集 第 2 次募集 

農林資源科学 若干人 若干人 

食品創成科学 若干人 若干人 

環境フィールド科学 若干人 若干人 

水産資源科学 若干人 若干人 

（注 1）外国人留学生特別選抜の募集人員は，一般選抜の募集人員に含む。 

 
 
Ⅱ 出願資格  

外国人留学生特別選抜に出願できる者は，外国籍を有する者（入学に支障のない在留資格を有す

る者又は取得見込みの者）で，かつ，次の各号のいずれかに該当する者とします。 
(1) 大学を卒業した者及び令和６年３月までに卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104条第７項の規定により学士の学位を授与された者（学位授与機構から学士の

学位を授与された者）及び令和６年３月までに授与される見込みの者 

(3) 外国において，学校教育における 16 年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了見込

みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における 16年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び令和６

年３月までに修了見込みの者 

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が四年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した

者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(7) 文部科学大臣が指定した者（昭和 28 年文部省告示第５号） 

(8) 本研究科において，個別の出願資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者で，令和６年３月末において 22 歳に達する者（注） 

(9) 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府

又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大

臣が別に指定するものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること(当該

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修

了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって(5)号の指定

を受けたものにおいて課程を修了することを含む。)により、学士の学位に相当する学位を授与さ

れた者 

 

（注）出願資格(8)における個別の出願資格審査とは，短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校の

卒業者やその他の教育施設の修了者等で大学卒業資格を有していない者について，大学を卒業し
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【 外国人留学生特別選抜 】 
 
Ⅰ 募集人員 

専攻名 第 1 次募集 第 2 次募集 

農林資源科学 若干人 若干人 

食品創成科学 若干人 若干人 

環境フィールド科学 若干人 若干人 

水産資源科学 若干人 若干人 

（注 1）外国人留学生特別選抜の募集人員は，一般選抜の募集人員に含む。 

 
 
Ⅱ 出願資格  

外国人留学生特別選抜に出願できる者は，外国籍を有する者（入学に支障のない在留資格を有す

る者又は取得見込みの者）で，かつ，次の各号のいずれかに該当する者とします。 
(1) 大学を卒業した者及び令和６年３月までに卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104条第７項の規定により学士の学位を授与された者（学位授与機構から学士の

学位を授与された者）及び令和６年３月までに授与される見込みの者 

(3) 外国において，学校教育における 16 年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了見込

みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における 16年の課程を修了した者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び令和６

年３月までに修了見込みの者 

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が四年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した

者及び令和６年３月までに修了見込みの者 

(7) 文部科学大臣が指定した者（昭和 28 年文部省告示第５号） 

(8) 本研究科において，個別の出願資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者で，令和６年３月末において 22 歳に達する者（注） 

(9) 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府

又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大

臣が別に指定するものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること(当該

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修

了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって(5)号の指定

を受けたものにおいて課程を修了することを含む。)により、学士の学位に相当する学位を授与さ

れた者 

 

（注）出願資格(8)における個別の出願資格審査とは，短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校の

卒業者やその他の教育施設の修了者等で大学卒業資格を有していない者について，大学を卒業し

 

 

た者と同等以上の学力があるか審査を行うものです。これにより出願を希望する場合は個別の事

前審査が必要です。 

 
Ⅲ 出願資格審査 

１１．．出出願願資資格格((88))のの個個別別出出願願資資格格審審査査ににつついいてて  

区  分 出願資格審査申請期間 審査結果通知発送予定日 

第１次募集 令和５年 ５月２２日(月)～ ５月２５日(木)１７時必着 令和５年 ６月 ５日(月) 

第２次募集 令和５年１０月３０日(月)～１１月 ２日(木)１７時必着 令和５年１１月２０日(月) 

 

(1) 出願資格の照会 

出願資格(8)による出願者は，事前に出願資格審査を行いますので，出願資格審査申請期限の前

までに，農学部・共同獣医学部等学務課学生係で出願資格審査申請書を受け取ってください。 

なお，郵送による請求の場合は「速達書留」とし，封筒の表に「大学院農林水産学研究科出願

資格審査申請書請求」と朱書きして，宛名を明記した返信用封筒（（角形２号に 380 円分（定形外

郵便物 120円＋速達 260 円）の切手を貼付 ※郵便料金に改定があった場合は，それに準じて切

手を貼付してください。））を同封の上，出願資格審査申請期限に間に合うように請求してください。 

(2) 書類の提出 

本研究科の指定する(4)の書類を一括して出願資格審査申請期限までの期間（９時～１７時）に

農学部・共同獣医学部等学務課学生係に提出してください。 

なお，郵送の場合は必ず「速達書留」とし，封筒の表に「大学院農林水産学研究科出願資格審

査申請書在中」と朱書きし，出願資格審査申請期限までに必着とします。 

(3) 事前審査の結果通知 

審査の結果は，本人宛に発送します。 

(4) 出願資格審査提出書類 

 提 出 書 類 備   考 

① 入学試験出願資格審査申請書 ・本研究科所定のもの 

② 履歴書 ・本研究科所定のもの 

③ 志望理由書 ・本研究科所定のもの（1,000字程度） 

④ 
最終出身学校の成績証明書と卒業証

明書 

・発行者において厳封したもの（改ざん防止用の用紙で作成

してある場合は厳封不要） 

⑤ 活動歴報告書 

・現在までの教育・研究等の活動歴や実務経験等について，

本人の業績（研究論文，技術報告書，特許，実用新案，そ

の他参考となる資料等）を含め，具体的に記述したもの 

⑥ 返信用封筒 

・郵便番号，住所，氏名を明記の上，344 円分（定形郵便物

84 円＋速達 260 円）の切手を貼付した長形３号封筒を同

封すること 

※郵便料金に改定があった場合は，それに準じて切手を貼付

してください。 
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Ⅳ 出願書類等 

区  分 摘  要 

① 
入学願書・履歴書・ 

受験票・写真票 

・本研究科所定の用紙に必要事項を記入すること 

・写真（４cm×３cm）は上半身・脱帽・正面向きで出願前３か月以内に撮

影したものを所定の箇所に貼付すること 

  

令和６年度鹿児島大学 

大学院農林水産学研究 

科検定料収納証明書貼 

付台紙 

・入学検定料は 30,000 円です（振込手数料は支払人負担です） 
・コンビニエンスストアもしくはクレジットカードで支払い、検定料収納

証明書を本用紙に貼付して提出してください 
・詳細は p.26～p.30 を参照ください 

③ 志望理由書 ・本研究科所定の用紙に 1,000 字程度でまとめること 

④ 
卒業証明書又は卒業

見込証明書 
・出身大学長（学部長・校長等）が作成したもの 

⑤ 成績証明書 
・発行者において厳封したもの（改ざん防止用用紙で作成してある場合は

厳封不要） 

⑥ 
住民票（写）又はパス

ポート（写） 

・日本に在住する外国人は，市区町村長の発行する在留資格が記載された
住民票の写しを提出すること 

・国外に在住する外国人は，パスポートの写しを提出すること 

⑦ 出願承諾書 ・本研究科所定の用紙により，研究指導予定教員が作成したもの 

⑧ 研究計画書 
・本研究科において行おうとする研究内容を 2,000 字程度でまとめること 
（様式任意） 

⑨ 宛名ラベル ・本研究科所定の用紙に必要事項を記入すること 

⑩ 返信用封筒 

・郵便番号・住所・氏名を明記の上，344 円分（定形郵便物 84 円＋速達 260

円）の切手を貼付した長形３号封筒を同封すること 

※郵便料金に改定があった場合は，それに準じて切手を貼付してください。 

（注）出願書類が日本語又は英語以外の言語で作成されている場合は，日本語もしくは英語の翻訳

文を原本とともに提出すること。 

 

Ⅴ 出願手続 

１１．．出出願願期期間間  

区 分 期  間 発送予定日（注 1） 

第１次募集 令和５年 ６月１９日（月）～ ６月２２日（木）１７時（必着）  ８月 １日(火) 

第２次募集 
令和５年１１月２７日（月）～１１月３０日（木）１７時（必着） 

（注 2） 
１２月１４日(木) 

（注 1）出願書類を受付後，「受験票」等の発送予定日を示す。 

（注 2）第２次募集の出願者で，事情により出願期間内に書類提出が難しい場合は，事前に指導

教員及び問い合わせ先へ相談すること。 
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Ⅳ 出願書類等 

区  分 摘  要 

① 
入学願書・履歴書・ 

受験票・写真票 

・本研究科所定の用紙に必要事項を記入すること 

・写真（４cm×３cm）は上半身・脱帽・正面向きで出願前３か月以内に撮

影したものを所定の箇所に貼付すること 

  

令和６年度鹿児島大学 

大学院農林水産学研究 

科検定料収納証明書貼 

付台紙 

・入学検定料は 30,000 円です（振込手数料は支払人負担です） 
・コンビニエンスストアもしくはクレジットカードで支払い、検定料収納
証明書を本用紙に貼付して提出してください 

・詳細は p.26～p.30 を参照ください 

③ 志望理由書 ・本研究科所定の用紙に 1,000 字程度でまとめること 

④ 
卒業証明書又は卒業

見込証明書 
・出身大学長（学部長・校長等）が作成したもの 

⑤ 成績証明書 
・発行者において厳封したもの（改ざん防止用用紙で作成してある場合は

厳封不要） 

⑥ 
住民票（写）又はパス

ポート（写） 

・日本に在住する外国人は，市区町村長の発行する在留資格が記載された
住民票の写しを提出すること 

・国外に在住する外国人は，パスポートの写しを提出すること 

⑦ 出願承諾書 ・本研究科所定の用紙により，研究指導予定教員が作成したもの 

⑧ 研究計画書 
・本研究科において行おうとする研究内容を 2,000 字程度でまとめること 
（様式任意） 

⑨ 宛名ラベル ・本研究科所定の用紙に必要事項を記入すること 

⑩ 返信用封筒 

・郵便番号・住所・氏名を明記の上，344 円分（定形郵便物 84 円＋速達 260

円）の切手を貼付した長形３号封筒を同封すること 

※郵便料金に改定があった場合は，それに準じて切手を貼付してください。 

（注）出願書類が日本語又は英語以外の言語で作成されている場合は，日本語もしくは英語の翻訳

文を原本とともに提出すること。 

 

Ⅴ 出願手続 

１１．．出出願願期期間間  

区 分 期  間 発送予定日（注 1） 

第１次募集 令和５年 ６月１９日（月）～ ６月２２日（木）１７時（必着）  ８月 １日(火) 

第２次募集 
令和５年１１月２７日（月）～１１月３０日（木）１７時（必着） 

（注 2） 
１２月１４日(木) 

（注 1）出願書類を受付後，「受験票」等の発送予定日を示す。 

（注 2）第２次募集の出願者で，事情により出願期間内に書類提出が難しい場合は，事前に指導

教員及び問い合わせ先へ相談すること。 

 

 

２２．．提提出出先先  

上記書類を一括して所定の期日までに，農学部・共同獣医学部等学務課学生係（18 ページ Ⅳ 問

い合わせ先）へ持参又は郵送してください。 

郵送の場合は速達書留とし，封筒の表に「大学院農林水産学研究科入学願書在中」と朱書きして

ください。 

 

３３．．出出願願上上のの留留意意事事項項  

(1) 願書を提出する際は，入学後に研究指導を希望する教員（研究指導予定教員）に必ず事前に連

絡を取ってください。 

(2) 出願書類等に不備があるものは受け付けません。 

(3) 出願書類受理後は，いかなる理由があっても記入事項及び書類の変更は認めない。また，検定

料の払い戻しは行いません。 

(4) その他，不明の点があれば，農学部・共同獣医学部等学務課学生係（18 ページⅣ問い合わせ

先）に問い合わせてください。 
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Ⅵ 選抜方法 

１１．．入入学学者者選選抜抜  

入学者の選抜は，面接試験により総合的に評価し，判定します。ただし，国費留学生等で選抜試験

当日に渡日することができないと本研究科が認めた場合には，Web 面接等による面接試験により総合

的に評価し，判定することがあります。 

なお，提出された出願書類は選抜の際の基礎資料とします。 

 

２２．．試試験験のの日日時時・・場場所所  

(1) 第１次募集 

試験科目 試験期日・試験時間 試 験 場 

面接試験 
令和５年８月２４日（木） 

14：00～ 
鹿児島大学農学部 (注) 

(注) 詳細は，受験票の発送の際に通知する。 

 

(2) 第２次募集 

試験科目 試験期日・試験時間 試 験 場 

面接試験 
令和６年１月１７日（水） 

14：00～ 
鹿児島大学農学部 (注) 

(注) 詳細は，受験票の発送の際に通知する。 

 

３３．．配配点点  
面接試験は，段階評価します。なお，面接試験の成績が著しく低い場合は，合格の対象としません。 

 

４４．．面面接接試試験験  

個人面接とし，20 分程度で口頭試問を含めて行います。 

 

５５．．合合否否判判定定基基準準  

面接試験により総合的に評価し，判定します。 
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Ⅵ 選抜方法 

１１．．入入学学者者選選抜抜  

入学者の選抜は，面接試験により総合的に評価し，判定します。ただし，国費留学生等で選抜試験

当日に渡日することができないと本研究科が認めた場合には，Web 面接等による面接試験により総合

的に評価し，判定することがあります。 

なお，提出された出願書類は選抜の際の基礎資料とします。 

 

２２．．試試験験のの日日時時・・場場所所  

(1) 第１次募集 

試験科目 試験期日・試験時間 試 験 場 

面接試験 
令和５年８月２４日（木） 

14：00～ 
鹿児島大学農学部 (注) 

(注) 詳細は，受験票の発送の際に通知する。 

 

(2) 第２次募集 

試験科目 試験期日・試験時間 試 験 場 

面接試験 
令和６年１月１７日（水） 

14：00～ 
鹿児島大学農学部 (注) 

(注) 詳細は，受験票の発送の際に通知する。 

 

３３．．配配点点  
面接試験は，段階評価します。なお，面接試験の成績が著しく低い場合は，合格の対象としません。 

 

４４．．面面接接試試験験  

個人面接とし，20 分程度で口頭試問を含めて行います。 

 

５５．．合合否否判判定定基基準準  

面接試験により総合的に評価し，判定します。 

 

 

【 共通事項 】 

 
Ⅰ 合格者発表 

合格者の発表は，農学部・共同獣医学部共通棟正面玄関及び水産学部４号館正面玄関に合格者の

受験番号を掲示するとともに，合格者本人に合格通知書を郵送します。 

区 分 発 表 日 時 

第１次募集 令和５年９月２０日（水）１０時（予定） 

第２次募集 令和６年２月１３日（火）１０時（予定） 

 
また，鹿児島大学大学院農林水産学研究科ホームページ（http://ace1.agri.kagoshima-u.ac.jp/ 
agrifish）にも掲載します。なお，電話・メール等による合否の問い合わせには一切応じません。 

 
 
Ⅱ 入学手続 

合格者は，入学手続期間内に入学手続きを行ってください。なお，入学手続きの詳細は，合格通

知書と同時に送付します。 

  

１１．．入入学学手手続続期期間間  

入学手続期間は，次のとおりです。なお，入学手続期間内に入学手続きを行わなかった者は，入

学を辞退したものとして取り扱います。 

区 分 入 学 手 続 期 間 

第１次募集 令和５年 ９月２７日（水）～ ９月２８日（木）１７時まで 

第２次募集 令和６年 ２月２７日（火）～ ２月２８日（水）１７時まで 

 

２２．．納納付付金金  

入学料 282,000 円（入学料改定が行われた場合は，改定額が適用されます。） 

授業料 前期 267,900円（年額 535,800 円） 

（授業料改定が行われた場合は，改定額が適用されます。） 

(1) 既納の入学料は，次の場合を除き，いかなる理由があっても返還できません。 

（ア）入学料を払込んだが，入学手続をしなかった場合 

（イ）入学料を誤って二重に払込んだ場合 

(2) 入学料，授業料については，徴収猶予及び免除の制度があります。 

なお，入学手続き後に入学を辞退する場合，入学料徴収猶予または入学料免除の申請は無効

となり，入学料を納入していただくことになります。 

(3) 在学中に授業料改定が行われた場合は，新授業料が適用されます。 
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Ⅲ その他 

１１．．障障害害をを有有すするる入入学学志志願願者者のの事事前前相相談談  

学校教育法施行令第 22条の３に定める障害等（下表参照）のある志願者又は発達障害のある志願

者で，その障害等の程度に応じ，受験上及び修学上特別な配慮を必要とする者は，事前に本学と相

談してください。なお，補聴器，松葉杖，車椅子等を使用している場合も事前相談が必要です。 

区  分 障 害 の 程 度 

視覚障害者 

両眼の視力がおおむね 0.3未満のもの又は視力以外の視機能障害が高度な

もののうち，拡大鏡等の使用によっても通常の文字，図形等の視覚による認

識が不可能又は著しく困難な程度のもの 

聴覚障害者 

両耳の聴力レベルがおおむね 60 デシベル以上のもののうち，補聴器等の

使用によっても通常の話声を解することが不可能又は著しく困難な程度の

もの 

肢体不自由者 

１ 肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行，筆記等日常生活にお

ける基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの 

２ 前号の程度に達しないもののうち，常時の医学的な観察指導を必要とす

る程度のもの 

病弱者 

１ 慢性の呼吸器疾患，腎臓疾患及び神経疾患，悪性新生物その他の疾患の

状態が継続して医療又は生活規制を必要とする程度のもの 

２ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度もの 

 

(1) 時期 

相談の内容によっては，対応に時間を要することがあり，本研究科の試験までに対応できず特

別な配慮が講じられないこともありますので，次の期日までに相談してください。 

区 分 事 前 相 談 期 日 

第１次募集 令和５年 ５月２５日（木）１７時 

第２次募集 令和５年１１月 ２日（木）１７時 

 

(2) 方法 

電話等により事前に連絡した上で，下記の内容を記載した書類（様式任意）を提出してください。 

ア．志願者の氏名，生年月日 

イ．志願者の現住所及び電話番号，保証人等の連絡先 

ウ．志願する研究科の専攻・コース名等 

エ．障害の種類・程度（医師の診断書が必要な場合があります。） 

オ．受験上特別な配慮を希望する事項 

カ．修学上特別な配慮を希望する事項 

キ．大学等在学中にとられていた特別な配慮 

ク．日常生活の状況 

ケ．その他参考資料（身体障害者手帳等の写し） 

(3) 問い合わせ先 

※18 ページ Ⅳ 問い合わせ先へ 
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Ⅲ その他 

１１．．障障害害をを有有すするる入入学学志志願願者者のの事事前前相相談談  

学校教育法施行令第 22条の３に定める障害等（下表参照）のある志願者又は発達障害のある志願

者で，その障害等の程度に応じ，受験上及び修学上特別な配慮を必要とする者は，事前に本学と相

談してください。なお，補聴器，松葉杖，車椅子等を使用している場合も事前相談が必要です。 

区  分 障 害 の 程 度 

視覚障害者 

両眼の視力がおおむね 0.3未満のもの又は視力以外の視機能障害が高度な

もののうち，拡大鏡等の使用によっても通常の文字，図形等の視覚による認

識が不可能又は著しく困難な程度のもの 

聴覚障害者 

両耳の聴力レベルがおおむね 60 デシベル以上のもののうち，補聴器等の

使用によっても通常の話声を解することが不可能又は著しく困難な程度の

もの 

肢体不自由者 

１ 肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行，筆記等日常生活にお

ける基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの 

２ 前号の程度に達しないもののうち，常時の医学的な観察指導を必要とす

る程度のもの 

病弱者 

１ 慢性の呼吸器疾患，腎臓疾患及び神経疾患，悪性新生物その他の疾患の

状態が継続して医療又は生活規制を必要とする程度のもの 

２ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度もの 

 

(1) 時期 

相談の内容によっては，対応に時間を要することがあり，本研究科の試験までに対応できず特

別な配慮が講じられないこともありますので，次の期日までに相談してください。 

区 分 事 前 相 談 期 日 

第１次募集 令和５年 ５月２５日（木）１７時 

第２次募集 令和５年１１月 ２日（木）１７時 

 

(2) 方法 

電話等により事前に連絡した上で，下記の内容を記載した書類（様式任意）を提出してください。 

ア．志願者の氏名，生年月日 

イ．志願者の現住所及び電話番号，保証人等の連絡先 

ウ．志願する研究科の専攻・コース名等 

エ．障害の種類・程度（医師の診断書が必要な場合があります。） 

オ．受験上特別な配慮を希望する事項 

カ．修学上特別な配慮を希望する事項 

キ．大学等在学中にとられていた特別な配慮 

ク．日常生活の状況 

ケ．その他参考資料（身体障害者手帳等の写し） 

(3) 問い合わせ先 

※18 ページ Ⅳ 問い合わせ先へ 

 

 

２２．．社社会会人人学学生生にに対対すするる修修学学上上のの配配慮慮  
(1) 教育方法の特例 

本研究科では，修学を希望する社会人に対して，大学院設置基準第 14 条に定める教育方法の特

例を適用した「夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法

により教育を行うことができる」旨が規定され，社会人の修学に特別措置を行うことができるよ

う配慮されています。 

 

(2) 長期履修制度 

この制度は，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限（修士課程２年）を越え

て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し，修了することができる制度です。 

 

※ 上記(1)(2)の制度の詳細は，入学時に問い合わせ先に尋ねてください。 

 
 
Ⅳ 問い合わせ先 

鹿児島大学農学部・共同獣医学部等学務課学生係 
〒890-8580 
鹿児島市郡元一丁目 21 番 24 号 
TEL 099-285-3553 FAX 099-285-3533 
Mail : nkgaku@kuas.kagoshima-u.ac.jp 
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入学者選抜試験個人成績の開示 

 
令和６年度入学者選抜に係る受験生の個人成績を次の要領で開示します。 

 

１．開示内容 

個々の科目の得点または評価並びに合否の別を開示します。 

２．開示請求受付期間 

合格発表後２ヶ月間です（平日９時から１６時）。 

３．開示請求者 

開示請求者は受験生本人に限ります（代理人による請求は認めません）。 

４．開示方法 

(1) 直接窓口で請求される場合 

「大学院入試情報開示請求書」「令和６年度鹿児島大学大学院農林水産学研究科受験票」を必ず

持参して，農学部・共同獣医学部等学務課学生係に来所してください。 

(2) 郵送で請求される場合 

下記の①～③を揃えて，必ず「簡易書留」とし，

封筒の表に「入試情報開示請求」と朱書きしてく

ださい。ただし，開示期間中の消印のあるものに

限り受け付けます。 

① 大学院入試情報開示請求書（作成様式例を参照） 

② 令和６年度鹿児島大学大学院農林水産学研究

科受験票 

③ 返信用封筒 

長形３号封筒に受験生の住所，氏名を明記の

上，404 円分（定形郵便物 84 円＋簡易書留 320

円）の切手を貼付してください。 

※ 郵便料金に改定があった場合は，それに準じ

て切手を貼付してください。 

※ 郵送による請求の場合は，本人確認のため，

問い合わせをする場合がありますので，必ず電

話番号（携帯可)を記入してください。連絡が取

れない場合，開示できないことがあります。 

(3) 請求先 

※18 ページ Ⅳ 問い合わせ先へ 

５．その他 

令和５年度以前の入学者選抜試験個人成績は開示しません。 

 
 

（作成様式例） 
大学院入試情報開示請求書 

令和○年○月○日 
 
鹿児島大学大学院 
農林水産学研究科長 殿 
 

〒 
請求者 住所 

電話番号 
氏名       ㊞ 

 
選抜の方法 

○○○○（一般選抜，社会人特別

選抜，外国人留学生特

別選抜の名称を記入） 
専攻名 ○○○○専攻 
受験番号 ○○○○ 

 
私の入試成績について，情報の開示を請求します。 
 
（A4 縦型用紙を使用） 
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入学者選抜試験個人成績の開示 

 
令和６年度入学者選抜に係る受験生の個人成績を次の要領で開示します。 

 

１．開示内容 

個々の科目の得点または評価並びに合否の別を開示します。 

２．開示請求受付期間 

合格発表後２ヶ月間です（平日９時から１６時）。 

３．開示請求者 

開示請求者は受験生本人に限ります（代理人による請求は認めません）。 

４．開示方法 

(1) 直接窓口で請求される場合 

「大学院入試情報開示請求書」「令和６年度鹿児島大学大学院農林水産学研究科受験票」を必ず

持参して，農学部・共同獣医学部等学務課学生係に来所してください。 

(2) 郵送で請求される場合 

下記の①～③を揃えて，必ず「簡易書留」とし，

封筒の表に「入試情報開示請求」と朱書きしてく

ださい。ただし，開示期間中の消印のあるものに

限り受け付けます。 

① 大学院入試情報開示請求書（作成様式例を参照） 

② 令和６年度鹿児島大学大学院農林水産学研究

科受験票 

③ 返信用封筒 

長形３号封筒に受験生の住所，氏名を明記の

上，404 円分（定形郵便物 84 円＋簡易書留 320

円）の切手を貼付してください。 

※ 郵便料金に改定があった場合は，それに準じ

て切手を貼付してください。 

※ 郵送による請求の場合は，本人確認のため，

問い合わせをする場合がありますので，必ず電

話番号（携帯可)を記入してください。連絡が取

れない場合，開示できないことがあります。 

(3) 請求先 

※18 ページ Ⅳ 問い合わせ先へ 

５．その他 

令和５年度以前の入学者選抜試験個人成績は開示しません。 

 
 

（作成様式例） 
大学院入試情報開示請求書 

令和○年○月○日 
 
鹿児島大学大学院 
農林水産学研究科長 殿 
 

〒 
請求者 住所 

電話番号 
氏名       ㊞ 

 
選抜の方法 

○○○○（一般選抜，社会人特別

選抜，外国人留学生特

別選抜の名称を記入） 
専攻名 ○○○○専攻 
受験番号 ○○○○ 

 
私の入試成績について，情報の開示を請求します。 
 
（A4 縦型用紙を使用） 

 

専専攻攻・・教教育育ココーーススのの内内容容  
農農林林資資源源科科学学専専攻攻  
専攻 コース 指導教員 コースの内容 

農
林
資
源
科
学 

植物生産科学 

赤木 功(農) 
池永 誠(農) 
一谷 勝之(農) 
香西 直子(農) 
境 雅夫(農) 
坂上 潤一(農) 
坂巻 祥孝(農) 
志水 勝好(農) 
清水 圭一(農) 
下田代 智英(農) 
田浦 悟(遺伝子) 
樗木 直也(農) 
朴 炳宰(農) 
山本 雅史(農) 
吉田 理一郎(農) 

農作物・園芸作物の栽培，施肥，土壌診断，病害虫防

除法，植物の遺伝的改良に関する高度な専門教育を行

い，それを生かして指導的立場で問題解決できる人

材，地球温暖化等の環境の変化に起因する様々な農業

生産上の問題に対して広い視野と国際性を持って取り

組める人材を養成する。 

畜産科学 
 
 
 
 
 
 
 

井尻 大地(農) 
大久津 昌治(農) 
大島 一郎(農) 
大塚 彰(農) 
河邊 弘太郎(共通教

育) 
下桐 猛(農) 
髙山 耕二(農) 
三好 和睦(農) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高品質家畜の効率的かつ持続可能な生産管理と畜産物

の高付加価値化・高度利用技術の開発に関した深い知

識と実践的な技術を修得させる専門教育を行い，畜産

の振興と発展，国際化等に関わる問題点抽出とその解

決に際して，地域社会において中心的役割を果たせる

人材を養成する。 
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食食品品創創成成科科学学専専攻攻  
専攻 コース 指導教員 コースの内容 

食
品
創
成
科
学 

食品科学 

加藤 早苗(水) 
紙谷 喜則(農) 
熊谷 百慶(水) 
坂尾 こず枝(農) 
進藤 穣(水) 
濱中 大介(農) 
宮田 健(農) 
渡部 由香(農) 

地域食品素材が有するタンパク質，脂質，糖質の基本

的性質をはじめとして，それらが有する栄養，機能性

成分と健康との関わりのみならず，加工特性や保存

性，安全性に関する専門教育を行い，食品関連分野お

よび地域において指導的な立場で活躍できる人材を

養成する。 

先端生命科学 

岡本 繁久(農) 
加治屋 勝子(農) 
北原 兼文(農) 
小松 正治(水) 
塩﨑 一弘(水) 
内匠 正太(水) 
花城 勲(農) 
ムンデ･フェスターガード(農) 
藤田 清貴(農) 
南 雄二(農) 

先端的でかつ学際的な生命科学に関する知識と技術

を修得し，先端的な生命科学研究を遂行するための専

門教育を行い，地域生物資源のリスクとベネフィット

の関係性を理解したうえで，その利活用ができる能力

を有する人材を養成する。 

専攻 コース 指導教員 コースの内容 

農
林
資
源
科
学 

森林科学 

井倉 洋二(農) 
鵜川 信(農) 
榮村奈緒子(農) 
奥山 洋一郎(農) 
加治佐 剛(農) 
寺岡 行雄(農) 
寺本 行芳(農) 
西野 吉彦(農) 
畑 邦彦(農) 
牧野 耕輔(農) 

生物・生態学的側面からの森林の解明，国土保全，地

域防災，水資源涵養，循環的な資源利用・再生産のた

めの保護・管理計画，生産システム・計測技術の高度

化，高機能性木質材料の開発，森林・林業に関わる社

会経済・政策，林業再生，山村振興に関する高度な専

門教育を行い，森林資源の持続的管理に取り組む人材

を養成する。 

食料農業経済学 
李 哉ﾋﾖﾝ(農) 
坂井 教郎(農) 
豊 智行(農) 

グローバル化が進む食料・農業・農村の問題について，

社会科学的な手法による専門的な教育を行い，食料・

農業問題，地域振興およびアグリビジネスに関する高

度な知識と実践力を備えた地域リーダー，政策立案者，

アグリビジネス従事者の人材を養成する。 
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食食品品創創成成科科学学専専攻攻  
専攻 コース 指導教員 コースの内容 

食
品
創
成
科
学 

食品科学 

加藤 早苗(水) 
紙谷 喜則(農) 
熊谷 百慶(水) 
坂尾 こず枝(農) 
進藤 穣(水) 
濱中 大介(農) 
宮田 健(農) 
渡部 由香(農) 

地域食品素材が有するタンパク質，脂質，糖質の基本

的性質をはじめとして，それらが有する栄養，機能性

成分と健康との関わりのみならず，加工特性や保存

性，安全性に関する専門教育を行い，食品関連分野お

よび地域において指導的な立場で活躍できる人材を

養成する。 

先端生命科学 

岡本 繁久(農) 
加治屋 勝子(農) 
北原 兼文(農) 
小松 正治(水) 
塩﨑 一弘(水) 
内匠 正太(水) 
花城 勲(農) 
ムンデ･フェスターガード(農) 
藤田 清貴(農) 
南 雄二(農) 

先端的でかつ学際的な生命科学に関する知識と技術

を修得し，先端的な生命科学研究を遂行するための専

門教育を行い，地域生物資源のリスクとベネフィット

の関係性を理解したうえで，その利活用ができる能力

を有する人材を養成する。 

専攻 コース 指導教員 コースの内容 

農
林
資
源
科
学 

森林科学 

井倉 洋二(農) 
鵜川 信(農) 
榮村奈緒子(農) 
奥山 洋一郎(農) 
加治佐 剛(農) 
寺岡 行雄(農) 
寺本 行芳(農) 
西野 吉彦(農) 
畑 邦彦(農) 
牧野 耕輔(農) 

生物・生態学的側面からの森林の解明，国土保全，地

域防災，水資源涵養，循環的な資源利用・再生産のた

めの保護・管理計画，生産システム・計測技術の高度

化，高機能性木質材料の開発，森林・林業に関わる社

会経済・政策，林業再生，山村振興に関する高度な専

門教育を行い，森林資源の持続的管理に取り組む人材

を養成する。 

食料農業経済学 
李 哉ﾋﾖﾝ(農) 
坂井 教郎(農) 
豊 智行(農) 

グローバル化が進む食料・農業・農村の問題について，

社会科学的な手法による専門的な教育を行い，食料・

農業問題，地域振興およびアグリビジネスに関する高

度な知識と実践力を備えた地域リーダー，政策立案者，

アグリビジネス従事者の人材を養成する。 

 

専攻 コース 指導教員 コースの内容 

食
品
創
成
科
学 

焼酎発酵・ 
微生物科学 

石橋 松二郎(農) 
髙峯 和則(農) 
玉置 尚徳(農) 
鶴丸 博人(農) 
中村 正幸(農) 
二神 泰基(農) 
吉﨑 由美子(農) 

微生物をはじめとした生物機能の利用に関する専門

教育を行い，これらの知識と技術を身につけ，食に関

係する分野および地域産業として特色のある焼酎，発

酵食品産業で活躍できる人材を養成する。 

 
環環境境フフィィーールルドド科科学学専専攻攻  
専攻 コース 指導教員 コースの内容 

環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学 

生物環境科学 

遠藤 光(水) 
久米 元(水) 
小玉 将史(水) 
小針 統(水) 
寺田 竜太(連大) 
本村 浩之(博物館) 
山本 智子(水) 

黒潮の影響を強く受けた南西諸島と南九州周辺の環

境特性及び生物に与える影響に関する科学的知識と

高度な調査技術を身につけ，地域環境の監視，生物

資源の活用と生物相の保全について実践的に取り組

むことができる人材を養成する。 

環境システム科学 

伊藤 祐二(農) 
神田 英司(農) 
末吉 武志(農) 
須本 祐史(水) 
堤 英輔(水) 
中村 啓彦(水) 
西 隆一郎(水) 
仁科 文子(水) 
肥山 浩樹(農) 
平 瑞樹(農) 

南西諸島と南九州周辺の陸域・海域に特有の気候・

環境・災害に関する科学的知識を身につけ，それら

の知識とフィールドデータセンシングやロボットな

どの先進技術に基づき，地域環境の保全，地域資源

の活用，農業生産基盤の整備，農業気象災害のリス

ク評価およびその軽減について実践的に取り組むこ

とができる人材を養成する。 
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水水産産資資源源科科学学専専攻攻  
専攻 コース 指導教員 コースの内容 

水
産
資
源
科
学 

生物資源科学 

安樂 和彦(水) 
石崎 宗周(水) 
江幡 恵吾(水) 
大富 潤(水) 
土井 航(水) 

ﾊﾞｽｹｽ ｱｰﾁﾃﾞｨﾙ ﾐｹﾞﾙ
(水) 

水産資源生物の持続的な開発への貢献を目指し、資源

生物の分布や再生産に関わる生態、資源生物の行動メ

カニズムの理解と漁業技術への応用、選択的漁獲技

術、漁労活動の省力・省エネ化、音響機器による資源

計測・評価、フィールド調査法、データ分析法に関す

る専門教育を行う。水産資源生物や漁業技術に関わる

グローバルな専門知識を備え、資源の持続的利用の実

現に貢献できる人材を養成する。 

増養殖学 

石川 学(水) 
小谷 知也(水) 
田角 聡志(水) 
横山 佐一郎(水) 

増養殖は水産資源の持続的な維持増大に大きく貢献す

る手法である。増養殖学コースは、豊かな養殖漁場を

持つ南九州海域及び陸水域を学びの場として、増養殖

に必要な生殖技術、種苗生産、栄養・飼料、魚病・免

疫に関する専門教育を学際的及び実践的な視点から実

施する。これにより、国際的水準の知識と技術を修得

し、国内外の増養殖産業における課題を解決できる、

高度な専門性を備えた水産技術者を養成する。 

環境保全学 

宇野 誠一(水) 
奥西 将之(水) 
國師 恵美子(水) 
吉川 毅(水) 
山﨑 雅俊(水) 

水圏生物資源生産の場としての漁場環境の保全を目的

として、化学物質による水圏環境の汚染と水圏資源生

物や水圏生態系に対する影響評価、漁場の富栄養化と

赤潮、これら諸問題の解決法に関する高度な専門的知

識、現場調査法、高度機器を用いた汚染物質や生体高

分子物質の分析法と関連するデータベースの利用法を

教育し、水圏汚染環境の修復やその影響を受ける水圏

生物資源生産・活用の場で活躍できる人材を養成する。 

流通・政策学 

久賀 みず保(水) 
佐久間 美明(水) 
佐野 雅昭(水) 
鳥居 享司(水) 
鈴木 崇史(水) 

「水産業が他産業では代替できない貴重な食料供給産

業であり、国民経済上並びに南九州の地方創生を考え

る上で不可欠な存在である」との認識を基礎として、

水産資源と漁場の合理的利用、水産業を核とする地域

活性化、水産業の安定的発展と水産政策、水産物の流

通と加工、水産物の消費とマーケティングに関する高

度な専門教育を行う。流通・政策をデータに基づき分

析する研究能力を持ち、水産振興による地域創生を実

現するための流通モデル・経営モデル・政策モデルを

開発することにより消費者ニーズに適合した水産物供

給を支援することができる人材を養成する。 

※（ ）は教員の所属学部等を示す（例：（農）は農学部，（水）は水産学部）。 
※ 各指導教員の研究内容については鹿児島大学のホームページから「鹿児島大学研究者総覧」を参照。 

URL:http://ris.kuas.kagoshima-u.ac.jp/ 
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水水産産資資源源科科学学専専攻攻  
専攻 コース 指導教員 コースの内容 

水
産
資
源
科
学 

生物資源科学 

安樂 和彦(水) 
石崎 宗周(水) 
江幡 恵吾(水) 
大富 潤(水) 
土井 航(水) 

ﾊﾞｽｹｽ ｱｰﾁﾃﾞｨﾙ ﾐｹﾞﾙ
(水) 

水産資源生物の持続的な開発への貢献を目指し、資源

生物の分布や再生産に関わる生態、資源生物の行動メ

カニズムの理解と漁業技術への応用、選択的漁獲技

術、漁労活動の省力・省エネ化、音響機器による資源

計測・評価、フィールド調査法、データ分析法に関す

る専門教育を行う。水産資源生物や漁業技術に関わる

グローバルな専門知識を備え、資源の持続的利用の実

現に貢献できる人材を養成する。 

増養殖学 

石川 学(水) 
小谷 知也(水) 
田角 聡志(水) 
横山 佐一郎(水) 

増養殖は水産資源の持続的な維持増大に大きく貢献す

る手法である。増養殖学コースは、豊かな養殖漁場を

持つ南九州海域及び陸水域を学びの場として、増養殖

に必要な生殖技術、種苗生産、栄養・飼料、魚病・免

疫に関する専門教育を学際的及び実践的な視点から実

施する。これにより、国際的水準の知識と技術を修得

し、国内外の増養殖産業における課題を解決できる、

高度な専門性を備えた水産技術者を養成する。 

環境保全学 

宇野 誠一(水) 
奥西 将之(水) 
國師 恵美子(水) 
吉川 毅(水) 
山﨑 雅俊(水) 

水圏生物資源生産の場としての漁場環境の保全を目的

として、化学物質による水圏環境の汚染と水圏資源生

物や水圏生態系に対する影響評価、漁場の富栄養化と

赤潮、これら諸問題の解決法に関する高度な専門的知

識、現場調査法、高度機器を用いた汚染物質や生体高

分子物質の分析法と関連するデータベースの利用法を

教育し、水圏汚染環境の修復やその影響を受ける水圏

生物資源生産・活用の場で活躍できる人材を養成する。 

流通・政策学 

久賀 みず保(水) 
佐久間 美明(水) 
佐野 雅昭(水) 
鳥居 享司(水) 
鈴木 崇史(水) 

「水産業が他産業では代替できない貴重な食料供給産

業であり、国民経済上並びに南九州の地方創生を考え

る上で不可欠な存在である」との認識を基礎として、

水産資源と漁場の合理的利用、水産業を核とする地域

活性化、水産業の安定的発展と水産政策、水産物の流

通と加工、水産物の消費とマーケティングに関する高

度な専門教育を行う。流通・政策をデータに基づき分

析する研究能力を持ち、水産振興による地域創生を実

現するための流通モデル・経営モデル・政策モデルを

開発することにより消費者ニーズに適合した水産物供

給を支援することができる人材を養成する。 

※（ ）は教員の所属学部等を示す（例：（農）は農学部，（水）は水産学部）。 
※ 各指導教員の研究内容については鹿児島大学のホームページから「鹿児島大学研究者総覧」を参照。 

URL:http://ris.kuas.kagoshima-u.ac.jp/ 

 

  ダダブブルル・・デディィググリリーーププロロググララムム  DDoouubbllee  DDeeggrreeee  PPrrooggrraamm    

 

  １．ダブル・ディグリープログラムについて  
 
ダブル・ディグリープログラムとは、本学に在籍したまま一定期間、海外の大学に留学し、双方の 

大学の修了要件を満たすことで、両大学の学位（修士）を得ることができる教育プログラムです。 
一つの大学では得られない高度で付加価値の高い学修機会を獲得できる、グローバル人材としての 

キャリアを形成できる、より短い期間及び少ない経済的負担で複数の大学の学位を取得できるなどの 
利点があります。 
 

  ２．海外協定校について  
    

現在、ダブル・ディグリープログラムについて協定を結んでいる大学は以下のとおりです。 

     ・湖南農業大学（中華人民共和国） 

     ・メーファールアン大学（タイ王国） 

 

 ３．募集要項  
 

詳細は７月頃に公表される募集要項をご確認ください。 

農林水産学研究科ホームページ→在学生向け→留学情報 

https://ace1.agri.kagoshima-u.ac.jp/agrifish/zaikousei/ryugaku/ 

 

 

４．その他  
 

ダブル・ディグリープログラムでは、大学間協定に基づいた単位互換制度を活用することにより、 

二つの大学に入学して双方から学位を得る場合と比べて期間及び学修量が多少緩和されますが、 

それでもなお複数の学位を取得するに相応しい語学力と学修期間及び努力が必要です。 

また、一般的に留学先の入学料や授業料は免除となりますが、留学にかかる費用は原則、学生本人 

    の負担となる点にも注意が必要です。 

さらに、留学先毎にダブル・ディグリープログラムの募集内容、教務日程及び修了要件が異なる 

ので、事前に指導教員と履修計画や研究計画についてよく相談しておくことが重要です。 

なお、留学派遣候補者に決定した後は、本学が正当と認める理由がなければ辞退できなくなるので、

応募に際しては熟考のうえ申請しなければなりません。
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【 検定料の払込方法 】 

 

検定料：30,000 円 

次のいずれかの方法により支払ってください。 

１．コンビニエンスストアでの支払い 

 ⑴ p.29「鹿児島大学検定料払込方法」を参照の上,支払ってください。なお，事務手数料は支払人

の負担となりますので,留意してください。 

 ⑵ 支払後,レジにて受け取った「入学検定料・選考料 取扱明細書」の「収納証明書」部分を切り

取り,貼付台紙の所定の欄に貼り付けてください。 

 ⑶ 支払期間  

第 1 次募集：令和５年６月 22 日（木）14 時まで 

第 2 次募集：令和５年８月 27 日（日）から令和５年 11 月 30 日（木）14 時まで 

 

２．クレジットカードでの支払い 

 ⑴ p.29「鹿児島大学検定料払込方法」を参照の上,支払ってください。なお，事務手数料は支払人

の負担となりますので,留意してください。 

 ⑵ 支払後,「入学検定料・選考料 取扱明細書」を印刷し,「収納証明書」部分を切り取り,貼付台

紙の所定の欄に貼り付けてください。 

 ⑶ 支払期間  

第 1 次募集：令和５年６月 22 日（木）14 時まで 

第 2 次募集：令和５年８月 27 日（日）から令和５年 11 月 30 日（木）14 時まで 

 

※入学検定料等の返還について 

既納の入学検定料等は,次の場合を除き,いかなる理由があっても返還しません。 

（ア）検定料等を払い込んだが,出願しなかった（出願書類等を提出しなかった又は出願が受理されな

かった）場合 

（イ）入学検定料等を誤って二重に払い込んだ場合 

返還請求の方法については，本学ホームページ（https://www.kagoshima-u.ac.jp/exam/henkan.html）

に掲載していますので,ご確認ください。 

返還請求期限 

第 1 次募集：令和５年７月 28 日（金） 

第 2 次募集：令和６年１月 31 日（水） 

郵送の場合は当日消印有効 

なお,返還にかかる振込手数料は志願者の負担となり,実際の返還額は振込手数料を差し引いた金額とな

ります。また,検定料等の払込時の事務手数料は返還対象外となります。 
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How to pay the examination fee 
Examination fee: 30,000yen 
Please pay the examination fee by one of the following means. 
 
11..  PPaayymmeenntt  aatt  aa  ccoonnvveenniieennccee  ssttoorree  ((PPlleeaassee  uussee  tthhiiss  ooppttiioonn  oonnllyy  iiff  yyoouu  hhaavvee  aacccceessss  ttoo  aa  
ccoommppuutteerr,,  ssmmaarrttpphhoonnee,,  eettcc..))  
(1) Please refer to 『鹿児島大学検定料払込方法』（How to pay the examination fee at 
Kagoshima University）on page 30 and make the payment. Note that the payer is 
responsible for paying the administrative fee. 
(2) After payment, cut out the『収納証明書』（official receipt） portion of the『入学検定
料・選考料 取扱明細書』（examination fee and the screening fee receipts） received at 
the cashier and attach it on the designated area of the『検定料収納証明書貼付台紙』
（confirmation slip）. 
(3) Payment period:  
Early app：To 14:00, June 22, 2023 
Late app ：From August 27,2023 to 14:00, November 30, 2023 
 
(For "Application through the website," one hour before the end of the payment period.) 
 
22..  PPaayymmeenntt  bbyy  ccrreeddiitt  ccaarrdd  ((PPlleeaassee  uussee  tthhiiss  ooppttiioonn  oonnllyy  iiff  yyoouu  hhaavvee  aacccceessss  ttoo  aa  ccoommppuutteerr,,  
ssmmaarrttpphhoonnee,,  oorr  ootthheerr  eennvviirroonnmmeenntt  wwiitthh  aa  pprriinntteerr..))  
(1) Please refer to『鹿児島大学検定料払込方法』（How to pay the examination fee at 
Kagoshima University） on page 30 and make the payment. Note that the payer is 
responsible for paying the administrative fee. 
(2) After payment, print out the 『入学検定料・選考料 取扱明細書』（examination fee 
and the screening fee receipts）, cut out the 『収納証明書』（official receipt）portion, and 
attach it on the designated area of the『検定料収納証明書貼付台紙』（confirmation slip）. 
(3) Payment period:  
Early app：To 14:00, June 22, 2023 
Late app ：From August 27,2023 to 14:00, November 30, 2023 
 
RReeffuunndd  ooff  tthhee  eexxaammiinnaattiioonn  ffeeee,,  eettcc..  
The examination fee, etc., already received will not be refunded for any reason, except in the 
following cases. 
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(a) If you paid the examination fee, etc., but did not apply (did not submit the application 
documents, etc., or your application was not accepted). 
 
(b) If you paid the application fee more than once by mistake. 
Please refer to our website (https://www.kagoshima-u.ac.jp/exam/henkan.html) for 
information on how to apply for a refund. 
The due date for requesting a refund:  
Early app : July 28, 2023 
Late app : January 31, 2024 
 Validity is determined by the date of postmark for mailed submissions and by the date of 
arrival for email submissions. 
Please note that the applicant is responsible for paying the bank transfer fee for the refund, 
and the actual amount to be returned will be the amount after deducting the bank transfer 
fee. Also, the administrative fee for payment of the examination fee is not eligible for refund. 
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注意事項
●携帯サイトの未成年者アクセス制限サービスは解除してご利用ください。

●出願期間を入試要項等でご確認のうえ、締切に間に合うよう十分に余裕をもっ
てお支払いください。

●支払最終日の「Webサイトでの申込み」は14:00まで、店頭端末機の操作は15:00
までです。クレジットカードの場合、Webサイトでのお申込みと同時にお支払いが
完了します。14:00までにお手続きしてください。

●「検定料払込」についてのお問い合わせは、コンビニ店頭ではお答えできません。
詳しくはWebサイトをご確認ください。

●一度お支払いされた検定料は返金できません。

●検定料の他に事務手数料が別途かかります。詳しくはWebサイトをご確認くだ
さい。

●「申込内容照会」から収納証明書が印刷できるのは、クレジットカードでお支払い
された場合に限ります。

●カード審査が通らなかった場合は、クレジットカード会社へ直接お問い合わせくだ
さい。

●取扱いコンビニ、支払方法は変更になる場合があります。変更された場合は、
Webサイトにてご案内いたします。

出 願33
【クレジットカードでお支払いの場合】

＜注意＞
プリンタのある環境が必要です。
スマートフォンでお申込みされた方は、
プリンタのある環境でご利用ください。

支払完了後、E-支払いサイトの「申込内容照会」に
アクセスし、受付完了時に通知された【受付番号】と
【生年月日】を入力して「収納証明書」を印刷。
「収納証明書」部分を切り取り、
入学志願票の所定欄に貼り出願。

入学検定料・選考料　取扱明細書

※クレジットカードでお支払いされた場合、
　「取扱金融機関出納印」は不要です。

「入学検定料・選考料 取扱明細書」の「収納証明書」部分を切り取り、
入学志願票の所定欄に貼る。

入学検定料・選考料 取扱明細書

○○大学 検定料収納証明書

※「収納証明書」を糊付けする際には、糊本体の注意書きに
　「感熱・感圧紙などを変色させる場合があります」と記載
　  されている糊はご使用にならないでください。
　「収納証明書」が黒く変色する恐れがあります。

【コンビニエンスストアでお支払いの場合】

○○大学 検定料収納証明書

お支払い22

【払込票番号（13ケタ）】
【お客様番号（11ケタ）】
【確認番号（4ケタ）】

コンビニエンスストアでお支払い

各種サービスメニュー

各種代金お支払い

各種代金・インターネット受付
(紫のボタン)

マルチペイメントサービス

【お客様番号】【確認番号】
を入力

【お客様番号（11ケタ）】
【確認番号（4ケタ）】　

マルチコピー機は使用しません

代金支払い

各種代金お支払い

【お客様番号】【確認番号】
を入力

へへ

クレジットカードでお支払い

※お支払いされるカードの名義人は、
受験生本人でなくても構いません。
但し、「基本情報入力」画面では、
必ず受験生本人の情報を入力してく
ださい。

Web申込みの際に、
支払方法で

「クレジットカード」を選択

カード情報を入力

全入力内容が表示されますので、
正しければ「確定」を押す

番号入力画面に進む

●検定料はATMでは振り込みできません。必ずレジでお支払いください。
●店頭端末機の画面デザイン等は、予告なく変更される場合があります。

お支払い後、必ず「入学検定料・
選考料取扱明細書」(チケット)を
受け取ってください。

店頭端末機より出力される「申込券 」(受付票)を持って、30分以内にレジで
お支払いください。

お支払い後、必ず「入学検定料・選考料　取扱明細書」を受け取ってください。

お支払い完了です。
E-支払いサイトの申込内容照会
(URL:https://e-shiharai.net/)　にアクセス
して下記の手順に従って、
「収納証明書」を印刷してください。

●レジにて
「インターネット支払い」と
店員に伝え、印刷した【払込票】
を渡すか、【払込票番号】を
伝えてお支払いください。

各店舗へ そのまま
カード決済手続へ

Webで事前申込み11

※カード決済完了後の修正・取消はできません。申込みを確定する前に、内容をよく
ご確認ください。

※番号取得後に入力ミスに気づいた場合はその番号では支払いを行なわず、
もう一度入力し直して、新たな番号を取得してお支払いください。
支払い期限内に代金を支払わなかった入力情報は、自動的にキャンセルされます。

※確定画面に表示される番号をメモしてください。

画面の指示に従って必要事項を入力し、お支払いに必要な番号を取得。

https://e-shiharai.net/

検定料はコンビニエンスストア「セブン-イレブン」「ローソン」「ミニストップ」「ファミリーマート」、クレジットカードで
24時間いつでも払い込みが可能です。

鹿児島大学 検定料払込方法
事務手数料が別途かかります。詳しくはWebサイトをご確認ください。

（最終日14：00まで）

検定料収納証明書貼付台紙に貼る。

検定料収納証明書貼付台紙に貼り出願。
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How to pay the examination fee at Kagoshima University
You can pay the examination fee at convenience stores such as Seven-Eleven, Lawson, Ministop, 
and FamilyMart, or by credit card 24 hours a day.

Note that the payer is responsible for paying the administrative fee.

1 Application on the Website (by 2:00 pm on the due date)

Follow the instructions on the screen to enter the required information and obtain the number needed for payment.to 
enter the required information and obtain the number needed for payment.

https://e-shiharai.net/
*No amendments or cancellations can be made after the card payment is completed. Please 
check the details carefully before submitting your application.
*If you notice an input error after getting the number, please do not pay with that number but 
re-enter the information again to get a new number for payment.
If you do not pay by the due date, the information you entered will be automatically cancelled.

*Please make a note of the number that is displayed on the confirmation screen.

2 Payment

AA  ppaayymmeenntt  aatt  ccoonnvveenniieennccee  ssttoorreess AA  ppaayymmeenntt  wwiitthh  yyoouurr  CCrreeddiitt  CCaarrdd

『払込票番号』（Payment slip 
No.） （13-digitｓ）

『お客様番号』（Customer No.）
（11-digitｓ）

『確認番号』（Authorization No.）
(4-digts)

3 Application

PPaayymmeenntt  aatt  aa  ccoonnvveenniieennccee  ssttoorree
AAfftteerr  ppaayymmeenntt,,  ccuutt  oouutt  tthhee『『収収納納証証明明書書』』（（ooffffiicciiaall  rreecceeiipptt））
ppoorrttiioonn  ooff  tthhee『『入入学学検検定定料料・・選選考考料料 取取扱扱明明細細書書』』
（（eexxaammiinnaattiioonn  ffeeee  aanndd  tthhee  ssccrreeeenniinngg  ffeeee  rreecceeiippttss））
rreecceeiivveedd  aatt  tthhee  ccaasshhiieerr  aanndd  aattttaacchh  iitt  oonn  tthhee  ddeessiiggnnaatteedd  
aarreeaa  ooff  『『検検定定料料収収納納証証明明書書貼貼付付台台紙紙』』 （（ccoonnffiirrmmaattiioonn  sslliipp））

PPaayymmeenntt  bbyy  ccrreeddiitt  ccaarrdd

AAfftteerr  ppaayymmeenntt,,  pprriinntt  oouutt  tthhee  『『入入学学検検定定料料・・選選考考料料 取取扱扱明明
細細書書』』（（eexxaammiinnaattiioonn  ffeeee  aanndd  tthhee  ssccrreeeenniinngg  ffeeee  rreecceeiippttss））,,  
ccuutt  oouutt  tthhee  『『収収納納証証明明書書』』（（ooffffiicciiaall  rreecceeiipptt））ppoorrttiioonn,,  aanndd  
aattttaacchh  iitt  oonn  tthhee  ddeessiiggnnaatteedd  aarreeaa  ooff  tthhee  『『検検定定料料収収納納証証明明
書書貼貼付付台台紙紙』』（（ccoonnffiirrmmaattiioonn  sslliipp））

AAtttteennttiioonn
PPlleeaassee  uussee  tthhiiss  ooppttiioonn  oonnllyy  iiff  yyoouu  hhaavvee
aacccceessss  ttoo  aa  ccoommppuutteerr,,  ssmmaarrttpphhoonnee,,  oorr  
ootthheerr  eennvviirroonnmmeenntt  wwiitthh  aa  pprriinntteerr..

●●DDuurriinngg  ppaayymmeenntt  ppeerriiooddss  aanndd  aapppplliiccaattiioonn  ppeerriiooddss  
mmeennttiioonneedd  iinn  tthhee  aapppplliiccaattiioonn  ddooccuummeennttss,,  yyoouu  ccaann  mmaakkee  aa  
ppaayymmeenntt  aannyyttiimmee..
PPlleeaassee  ccoonnffiirrmm  ffrroomm  aapppplliiccaattiioonn  ddooccuummeennttss  aanndd  ccoommpplleettee  
ppaayymmeenntt  iinn  ttiimmee  ffoorr  tthhee  aapppplliiccaattiioonn  ppeerriioodd..

●●AApppplliiccaattiioonn  oonn  tthhee  wweebbssiittee  mmuusstt  bbee  ccoommpplleetteedd  bbyy  22::0000ppmm  
oonn  tthhee  dduuee  ddaattee,,  aanndd  ooppeerraattiioonn  ooff  tthhee  tteerrmmiinnaall  mmaacchhiinnee  aatt    
tthhee  ssttoorree  mmuusstt  bbee  ccoommpplleetteedd  bbyy  33::0000ppmm..  IIff  yyoouu  uussee  aa  
ccrreeddiitt  ccaarrdd,,  tthhee  ppaayymmeenntt  wwiillll  bbee  ccoommpplleetteedd  aatt  tthhee  ssaammee  
ttiimmee  aass  tthhee  aapppplliiccaattiioonn  oonn  tthhee  wweebbssiittee..  PPlleeaassee  ccoommpplleettee  
tthhee  pprroocceedduurree  bbyy  22::0000ppmm..

●●PPlleeaassee  nnoottee  tthhaatt  rreeffuunndd  iiss  nnoott  ppoossssiibbllee  oonnccee  yyoouu  hhaavvee  
mmaaddee  aa ppaayymmeenntt  ooff    eexxaammiinnaattiioonn  ffeeee..

●●IItt  iiss  ppoossssiibbllee  ttoo  uussee  aa  ccaarrdd  wwhhiicchh  ccaarrrriieess  aa  nnaammee      
ddiiffffeerreenntt  ffrroomm  tthhaatt  ooff  tthhee  aapppplliiccaanntt..  HHoowweevveerr,,pplleeaassee
mmaakkee    ssuurree  tthhaatt  tthhee  iinnffoorrmmaattiioonn  oonn  tthhee  bbaassiicc  iinnffoorrmmaattiioonn  
ppaaggee  iiss  tthhee  aapppplliiccaanntt''ss  iinnffoorrmmaattiioonn..

●●PPlleeaassee  ddiirreeccttllyy  ccoonnttaacctt  tthhee  ccrreeddiitt  ccaarrdd  ccoommppaannyy  iiff  yyoouurr  
ccaarrdd  iiss  nnoott  aacccceepptteedd..

●●TThhee  『『収収納納証証明明書書』』（（ooffffiicciiaall  rreecceeiipptt））ccaann  bbee  pprriinntteedd  ffrroomm
tthhee  『『申申込込みみ内内容容照照会会』』（（AApppplliiccaattiioonn  DDeettaaiillss  IInnqquuiirryy）） ppaaggee    
oonnllyy  iiff  yyoouu  hhaavvee  ppaaiidd  bbyy  ccrreeddiitt  ccaarrdd..

●●NNoottee  tthhaatt  iinnqquuiirriieess  aabboouutt  ppaayymmeenntt  ooff  eexxaammiinnaattiioonn  ffeeeess  
aarree  nnoott  aannsswweerreedd  aatt  ccoonnvveenniieennccee  ssttoorreess..  PPlleeaassee  cchheecckk  
tthhee  WWeebb  ssiittee  ffoorr  ddeettaaiillss..

●At the cashier
Please tell the clerk that you 
are using the Internet 
Payment Service and hand 
over the printed 『払込票』
（Payment slip） or give the  
『払込票番号』（Payment slip 
No.）.

The multi-copy machine is not 
used.

After payment, please make sure 
to receive the 『入学検定料・選考料
取扱明細書』（examination fee and 
the screening fee receipts）.

To

『各種サービスメニュー』（Services Menu）

『各種代金・インターネット受付』
（Various fees and internet registration）

『各種代金お支払い』
（Payment of various fees）

『マルチペイメントサービス』
（Multi-Payment Service）

Enter your 『お客様番号』（Customer No.）
and 『確認番号』（Authorization No.）.

To

『代金お支払い』（Payment of fee）

『番号入力画面に進む』
（Proceed to the number input 
screen）

Please pay at the cashier within 30 minutes with the application ticket 
printed out at “Loppi” or “Famiport”. After payment, be sure to receive 
a copy of the 『入学検定料・選考料 取扱明細書』（examination fee and the 
screening fee receipts）.

Payment is complete.
Go to “e-shiharai” (https://e-
shiharai.net/) and follow the 
instructions to print out the 
『収納証明書』（official receipt）.

Select 『クレジットカード』（Credit 
Card） as the payment method 
when you apply online.

Enter the credit card information.

All the information you entered 
will be displayed, and if it is 
correct, press 『確定』（Confirm）.

『お客様番号』（Customer No.）
（11-digitｓ）

『確認番号』（Authorization No.）
(4-digts)

Enter your 『お客様番号』（Customer 
No.） and 『確認番号』
（Authorization No.）.

FFoorr  qquueessttiioonnss  oorr  pprroobblleemmss  nnoott  mmeennttiioonneedd  hheerree,,  pplleeaassee  ccoonnttaacctt  ::
EE--SSeerrvviiccee  SSuuppppoorrtt  CCeenntteerr        TTeell  ::  ++8811--33--55995522--99005522    ((2244  hhoouurrss  eevveerryyddaayy))  





 
 

（一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜） 
鹿児島大学に在籍している

学生のみ学籍番号を記入 

学籍番号  受 験 番 号 

Examinee’s No. 
＊ 記入不要 
Leave blank  

 

令和６年度鹿児島大学大学院農林水産学研究科（修士課程）入学願書 
APPLICATION  FOR  ADMISSION  TO GRADUATE SCHOOL OF AGRICULTURE, FORESTRY AND 

FISHERIES， KAGOSHIMA  UNIVERSITY 
 

フリガナ 
Your Name in Katakana (Japanese)  写 真 添 付 

出願３か月以内に  

撮影したもの  

上半身、脱帽正面  

縦 4 ㎝×横 3 ㎝ 

Photograph taken 
within three months 

before application 
(full-frontal 

bust-and-hatless, 
4cm×3cm) 

氏 名 (自署) 
 

Full name in 
Roman capital 

Block letter 

  

Family   name Middle    name First    name 

生 年 月 日 

Date  of  birth 
昭和・平成     年(Year) 

西暦       年(Year) 
月(Month)      日(Day) 満    歳（Age） 

本 籍 

Nationality 都・ 道・ 府・ 県 性別 

Sex 
男・女 

  M F  
選抜方法の別 

Admission 
category 

一般選抜             ・                 社会人特別選抜                  ・         外国人留学生特別選抜 
General admission            Adult students special admission        International students special 

※ 留学生 

Foreign student 
国費留学生          ・       私費留学生 

Japanese government  scholarship  student    Student studying abroad at its own expense 

志望専攻 
Preferred 

department 

 
志望コース 

Preferred course 

 

指導予定教員 
Preferred 
supervisor 

 

＃ 受験科目 
(専門科目) 

Major subject of 
exam 

コース 科目群 ※ WEB面接希望 
（国費等のみ） 
Hope by web 

interview 

有 ・ 無 

Yes ・No  
㊟８～10 ページを参照し，名称を記入。科目群の例：○○○学（○○○系） 

出 身 大 学 
Alma  mater 

学部(Undergraduate level) 
大学(University)  
学部(Faculty)  
学科(Department) 

           年(Year)    月(Month)                 卒業   Graduated  ・・  卒業見込  Graduation expected 

勤務先 
Current 

occupation 
 

連 絡 先 
Mailing  address 

〒(Postal code) 
 

Tel（ － － ） 

入学後のダブル・ディグリープログラム（ＤＤＰ）への登録希望 
          有  ・  無 （どちらかに○印） 

希望有の場合大学名 

TOEFL iBT・TOEFL iBT Home Edition への代替希望 
記入がない場合は希望なしとします。 
希望する際は連絡先にメールアドレスを記載すること。 

有 ・ 無 

記入上の注意   Notice 
１ ※印の欄は外国人志願者のみ記入すること。The items marked with ※ are for a foreign applicant only. 
２ 性別、国費・私費の別、選抜方法の別、受験科目、卒業・卒業見込及び修了・修了見込は該当を〇で囲むこと。 
 Circle the appropriate one in the items Sex, Scholarship, Admission category, Foreign student, Hope by web interview. 

Also in  the  item Alma   mater, indicate by circling whether you have graduated or you are expected to graduate.  
３ 勤務先の欄は現在勤務している者のみ記入すること。Fill the item Current occupation if applicable. 
４ 明瞭に記入すること。This application form should be typewritten or neatly handwritten in block letters. 
５ 数字は算用数字を用いること。Numbers  should be in Arabic numerals. 
６ 固有名詞はすべて正式な名称とし、一切省略しないこと。Proper nouns should be written in full. 
７ ＃印の欄は一般選抜志願者のみ記入すること。The items marked with # are for a general applicant only. 



（一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜） 

 履  歴  書 
 Personal   History 
 

フ リ ガ ナ 
Your Name in Katakana (Japanese)  

氏 名 (自署) 
 

Name 
(in print)  

Block letter 

 

Family   name Middle    name First    name 
 

学 校 名 

Name of school 

学校所在地 
Location of school 

入学及び卒業年月 
Year and month of entrance and 
completion（年/月,Year/Month） 

修学年数 
Period  of 

schooling you 
have attended 

初等教育 
Elementary education

小学校 
Elementary school 

 県 Pref. or State, 入 学 
From  /  

年 
Years 

 
 市 City 卒 業 

To  
/ 

中等教育 
Secondary education 

中学校 
Lower secondary school 

  入 学 
From  / 年 

Years 
   卒 業 

To  / 

高等学校 
Upper secondary school 

  入 学 
From  / 年 

Years 
   卒 業 

To  / 
高等教育 

Higher education 
大学 

Undergraduate level 

  入 学 
From  / 年 

Years 
   卒 業（見込） 

To  / 

大学院 

Graduate level 

  入 学 
From  / 年 

Years 
   卒 業（見込） 

To  / 

 
通算在学年数 
Total  years  of  schooling  mentioned  above 

年 
Years 

 

職歴・研究歴 

Professional career, 

Research career 

勤務先・研究先名 
Name of company 

or employer 

所在地 
Location 

勤務・研究期間 
Period of 

employment 

職務・研究分野 
Position, Field of research 

  From 
/ 

 

  To 
/ 

  From 
/ 

 

  To 
/ 

資格・賞罰等 

Licenses, Awards 

and/or Penalty 

事 項 
Licenses / Awards / Penalty 

年/月 
Year  /  Month 

内 容 
Description 

 
/ 

 

 
/ 

 

 

記入上の注意   Notice 
日本で教育を受けた者は高等学校卒業から記入してください。正規の修学年数の記入は必要ありません。 

※ 外国で教育を受けたことのある者は小学校入学から記入してください。正規の修学年数を記入してください。 

※ If you have been educated outside Japan, begin with your elementary school. Please fill in period of schooling.
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ガ
ナ

 
 

氏
名

 
Fu

ll 
 n

am
e i

n 
Ro

m
an

 ca
pi

ta
l 

 

志
望
専
攻
 

Pr
ef

er
re

d 
de

pa
rt

m
en

t 
 

志
望
コ
ー
ス
 

Pr
ef

er
re

d 
co

ur
se

 
 

指
導
予
定
教
員

 
Pr

ef
er

re
d 

su
pe

rv
is

or
 

 

   

写
 
真
 
添
 
付
 

出
願
３
か
月
以
内
に
 
 

撮
影
し
た
も
の

 
 

上
半
身
、
脱
帽
正
面
 
 

縦
 4 
㎝
×
横
 3 
㎝
 
 

Ph
ot

og
ra

ph
 ta

ke
n 

 
wi

th
in

 th
re

e m
on

th
s 

 
be

for
e a

pp
lic

at
ion

  
(fu

ll-
fro

nt
al

 
bu

st
-a

nd
-h

at
les

s, 
 

4c
m
×

3c
m

) 

 

令
和
６
年
度

 

鹿
児
島
大
学
大
学
院
農
林
水
産
学
研
究
科
（修

士
課
程
） 

検
定
料
収
納
証
明
書
貼
付
台
紙

 

Ap
pl

ica
tio

n 
fee

 re
ce

ip
t s

he
et

 

受
  
験

  
番

  
号

 

Ex
am

in
ee

’s 
N

o. 

＊
記
入
不
要

 L
ea

ve
  b

la
nk

 

フ
リ

ガ
ナ

 
 

氏
 

名
 

Fu
ll 

 n
am

e i
n 

Ro
m

an
 ca

pi
ta

l 

  

□
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
支
払
い
（

pa
ym

en
t a

t c
on

ve
ni

en
ce

 st
or

e）
 

□
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
（

pa
ym

en
t w

ith
 y

ou
r c

re
di

t c
ar

d）
 

「
検検
定定
料料
収収
納納
証証
明明
書書
」 

を
貼
付
す
る
こ
と
。
 

At
ta

ch
 th

e r
ec

eip
t 

 

□
出
願
時
に
お
い
て
国
費
外
国
人
留
学
生
（
日
本
政
府
）
で
あ
る
者

 

（
該
当
者
は

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
検検

定定
料料

はは
不不
要要
でで
すす

） 

㊟ 切 り 取 ら な い で く だ さ い  

㊟ 切 り 取 ら な い で く だ さ い  



 

 



 

 

 

 

（一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜） 

受 験 番 号 

Examinee’s No. 

＊ 記入不要 
Leave blank 

 

 
 

志 望 理 由 書  
Statement of Reason for Application 

 
志望専攻・コース 
Preferred department and course                                                                                             
 
氏 名 
Name                                                       
 

（1,000 字程度／～500 words） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 
 
（一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

（社会人特別選抜） 

受 験 番 号 

Examinee’s No. 

＊ 記入不要 
Leave blank 

 
 
 

受 験 許 可 書 

Letter  of  Consent 

 
 
 
鹿児島大学大学院農林水産学研究科長 殿 

TO THE DEAN OF GRADUATE SCHOOL OF AGRICULTURE，FORESTRY AND 

FISHERIES, KAGOSHIMA UNIVERSITY 
 
 
志望専攻・コース 

（Preferred department and course）                                                                                                         
 
氏 名 

（Name）                                                                                                                        

 

上記の者が、令和６年度鹿児島大学大学院農林水産学研究科（修士課程）の入学試験を受験することを

承諾します。 

I consent to the above applicant taking the 2024 Entrance Examination for the Graduate School of  

Agriculture, Forestry and Fisheries, Kagoshima University. 
 
 
 

日付(Date)： 年/(Year) 月/(Month) 日/(Day) 
 

 

         氏  名 （印）  

(Name) Signature 
 

機   関 
(Organization)    

役  職 
(Position)   

在 所 地 
(Place)     

 
 
 
 
 
 



 

 



 

 

 

 

（社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜） 

受 験 番 号 

Examinee’s No. 

＊ 記入不要 
Leave blank 

 
 
 

出 願 承 諾 書 

Letter  of  Acceptance 

 
 
 
鹿児島大学大学院農林水産学研究科長 殿 

TO THE DEAN OF GRADUATE SCHOOL OF AGRICULTURE，FORESTRY AND 

FISHERIES, KAGOSHIMA UNIVERSITY 
 
 
志望専攻・コース 

（Preferred department and course）                                                                                                         
 
氏 名 

（Name）                                                                                                                        

 

 

 

上記の者が、本研究科で修学する十分な学力があることを認め、令和６年度鹿児島大学大学院農林 

水産学研究科（修士課程）の入学試験を受験することを承諾します。 

I consent to the above applicant taking the 2024 Entrance Examination for the Graduate School of  

Agriculture, Forestry and Fisheries, Kagoshima University. 
 
 
 
 
 
 

日付(Date)： 年/(Year) 月/(Month) 日/(Day) 
 

 

                 研究指導予定教員（Supervisor） 

         氏  名 （印） 

(Name) Signature 



 

 

 


